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●CAVEシステム、ヘッドトラッキング●VR-Cloud®標準（Adv) ●cycleStreet連携

cycleStreetシリーズ
City Edition
開発：株式会社フローベル

Standard：¥630,000 / Advanced / Driving Sim / Ultimate / 開発キットSDKUC-win/Road            新機能Ver.11

●Oculus Rift（DK2）プラグイン●UI拡張、SIMパネル統合●GPS点列、IP道路自動生成

●OpenStreetMap対応道路自動生成●高精度レンダリング（影/湖沼反射/天空自動生成） ●SfM写真解析･点群･自動３Dモデル生成

点群生成例（UC-win/Road）
3Dモデル生成（UC-win/Road）

さまざまな角度の写真

UC-win/Roadでのインポート例

●64bitネイティブ対応
●氾濫解析プラグイン拡張
（スパコン対応・並列化） 
●グラフィックエンジン改良
●モデル更新機能
●AIMSUN連携プラグイン拡張
UC-win/Road道路ネットワーク自動変換機能

●UC-win/Road DWGツール対応強化
道路折れ線定義、線形インポート・エクスポート
断面一括インポート・エクスポート

●点群モデリングプラグイン機能拡張
道路断面自動抽出
道路線形抽出機能強化、LASファイル対応

開発予定Ver.12 （リリース予定 2016年）

クラウド機能に対応

・ファイル共有機能

・ファイル転送機能

・ファイルバックアップ機能

・フローティングライセンス提供可能

各エンジニアスイート製品にバンドル可能。
UC-win/Roadが製品定価の50％で購入いただけます。

UC-win/Road スイートバンドル

2015.05.21リリース

Ultimate

Driving Sim

Advanced

Standard

￥1,800,000⇒￥900,000

￥1,280,000⇒￥640,000

  ￥970,000⇒￥485,000

  ￥630,000⇒￥315,000
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今回ご紹介するユーザーは近畿地方を拠点

とする建設コンサルタント会社、株式会社新

洲です。そのうち、河川や道路、橋梁を中心と

する土木や各種構造物の設計、土質調査、測

量など広範な業務を担う「設計部」に焦点を

当てます。

同社はフォーラムエイトが設立された1987

年、早々に当社製品のライセンスを導入した

最も古くからのユーザーの一つです。その後、

「UC-1シリーズ」の橋梁下部工や道路土工を

構成する製品ラインナップのほぼすべて、土

木・建築構造物や地盤の解析を行う各種製品

へと利用を拡張。3次元（3D）リアルタイムVR

「UC-win/Road」も早くから複数プロジェク

トに適用してくるとともに、現在はその最新版

を導入。それぞれ高い専門性を持つ他社との

協業を通じ、VRを活用した新たな展開も模索

しています。

創業50年、設計・開発・環境を柱に
近畿で独自の地歩

株式会社新洲は1966年4月に創業、今年

でちょうど50年の節目を迎えます。同社は現

在、西は神戸から東は岐阜までを中心とする

近畿一円が主な業務エリア。滋賀県栗東市の

本社を拠点に、大阪・長浜・岐阜の3支店、甲

賀・京都・兵庫・高島・三重・湖南・守山の7営

業所、近江八幡および大津の2分室を展開し、

それらに約50名の従業員が配置されていま

す。

当初は六甲砂防、琵琶湖や域内河川の開発

などを多く手がけ、地元近畿地方では水に関

わる分野に強いとの定評を誇りました。その

後、時代の推移とともに建設コンサルタント

業務の対象は次第に拡大・変遷。近年は橋梁

補修、道路や交差点における交通処理、区画

整理や駅前開発、防災、環境アセスメント、ゴ

ルフ場や工業団地など大規模な民間向け事業

のウェートが増してきているといいます。

株式会社 新洲

URL ●http://www.shinshucl.co.jp/

所在地 ●滋賀県栗東市

事業内容 ●河川、道路、橋梁を中心とする

                      各種設計、測量、施工管理

User
 Information

株式会社 新洲
設計部

水関連をはじめ近年は橋梁補修や交通処理、防災関連業務を中心に近畿圏で実績
多様な当社製品を導入、新たな展開に向けVRや解析系ソフトの高度利用に期待

「私たちの仕事は（専門的かつ高度な知見を求められる領域が）こん

なに多岐にわたってくると、一社二社（のみ）では到底（ニーズへの細や

かな対応が）難しく、連携・協業しながら仕上げていくネットワークとい

うか、協力関係が必要になるとつくづく思います」

創業以来、半世紀の区切りを迎える株式会社新洲。そこでは各種建

設コンサルタント業務をこなすに当たり、プログラム開発も含め「なるべ

く社内で」解決を図ろうというスタンスが貫かれてきた、と同社執行役

員設計部長・技師長の井上均氏は振り返ります。そのような中、フォー

ラムエイトとはその前身時代に遡る長いお付き合いに加え、必要に応じ

様々な企業と業務提携を目指す過程で、バーチャルリアリティ（VR）技

術をはじめとする当社製品のコミュニケーションツールとしての可能性

が注目されてきたといいます。 株式会社新洲 社屋

株式会社 新洲 設計部の皆様 執行役員設計部長・技師長 井上均氏
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同社の事業を支えるのは設計・開発・環境

の3部門。そのうち、設計部門は「土木設計」

「土質調査」「土木技術」「水道設計」「測量調

査」といった専門セクションを設置。主として

官公庁向けに1）河川・ダム・砂防、2）道路・橋

梁・トンネル、3）農業土木、4）上下水道、5）

測量、6）施工管理の各分野にわたる業務を提

供しています。また、開発部門は1）地域計画・

都市計画、2）開発計画・設計、3）建築、4）公

園・緑地、5）補償などのまちづくりに関わる各

分野をカバー。それらに対し、環境部門は1）環

境アセスメント、2）環境計量証明事業、3）自

然環境調査、4）自然環境保全計画、5）環境資

材といったアングルから環境のスペシャリスト

として技術提案を行っています。

これらの機能の多くは本社に集積するとと

もに、上下水道に関する業務を近江八幡分室

で、都市開発に関する業務を大津分室でそれ

ぞれサポートする体制が取られています。

フォーラムエイト製品の利用と
新たなニーズ

長く多分野にわたり設計をはじめ、各種解

析やVRに至るまで多様なフォーラムエイト製

品を利用いただいている観点から、今回は同

社設計部のICT（情報通信技術）活用や各分

野におけるキーパーソンの皆さんにお話しを

伺いました。

同設計部が取り組む業務は、河川や道路、

橋梁の設計、土質・地質の調査などが大きな

比重を占めています。

「創業以来一貫しているのは、（可能な限

り自社で）プログラムを開発しながら、なるべ

く社内でやろうというスタンスです」

そのような中でフォーラムエイトとの付き

合いはその前身時代に遡る、と井上氏は自社

のアプローチ上の制約を越え長い年月をかけ

て醸成されてきた信頼関係を説きます。

同社はこうした流れを背景に、当社設立後

にその製品ライセンスをいち早く導入。自社開

発プログラムを補う形で逐次、当社製品を継

続的に拡充してきました。これまでに「UC-1

シリーズ」の橋梁下部工および道路土工の

両シリーズを構成するほぼ全製品、立体骨組

み構造の3次元（3D）解析プログラム「UC-

win/FRAME(3D)」、RC構造の2D動的非線

形解析「UC-win/WCOMD」、弾塑性地盤解

析「GeoFEAS2D」などの解析系製品、および

「UC-win/Road」など広範にわたって導入し

ています。

これらの製品に対し、最近は道路情報シス

テムの構築にも取り組んでいるという、道路

や各種構造物などの設計を担う設計部係長の

下村和史氏は、道路土工の「擁壁の設計」や

仮設工の「土留め工の設計」をほとんどの業

務で日ごろ使用している実情に触れます。

係長 下村和史氏

併せて、道路の概略設計や予備設計、詳細

設計、交差点の計画検討などを主に担当する

設計部次長の山極康仁氏は、老朽化した駅

舎の改修にリンクして行われる駅前広場の設

計、バリアフリー化への対応、法面など道路

関連の災害復旧事業が増してきている近年の

傾向に言及。そうした作業では普段から「擁

壁の設計」や「BOXカルバートの設計」を使用

しており、道路の比較検討などが容易に出来

るメリットを挙げます。

次長 山極康仁氏

また、土質や河川に関する業務をカバー

する設計部係長の池田晶氏は「斜面の安定

計算」について、当社のサポートのおかげで

CADからすぐにモデル化しやすく、作業効率

の良さを実感したと述懐。今後はその浸透流

FEM解析の機能も実際の業務で使いこなし

ていきたいとの考えを語ります。

係長 池田晶氏

さらに、同社は昨年「補強土壁の設計計

算」を導入。それまで外注したり、独占的なソ

フトウェアに頼らざるを得なかった作業が公

平に検討できるようになった、と井上氏は評

価。とくに幅広い適用基準を網羅し、公平に

ソフト開発されているため、それを使用しなが

ら改めて学ぶことも多いと明かします。

一方、マルチプロダクトや複数ライセンスに

対応したLAN用プロテクト「Net PRO」を複

数年使用。最近は作業拠点を移動したり、顧

客先での打ち合わせ時に計算条件を変えなが

ら結果を表示したりと利用環境が変化してお

り、PCを持ち歩いて使うニーズに即した対応

が求められると同氏はいいます。

設計部で扱われる橋梁分野の近年の傾向

としては、橋梁点検や長寿命化計画、補修設

北口広場案南口広場案

篠原駅南北広場他測量設計
場所：近江八幡市安養寺他

概要：篠原駅南北広場詳細設計、アクセス道路の修正設計、下水道設計
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計のウェートが増す流れにあります。そのう

ち補修設計ではとくに高い精度が求められる

ことから、従来のような2Dベースではなく、

レーザプロファイラなどを用いて高精度に測

量し3Dあるいは2.5Dでモデル化するといっ

た対応への転換が必要になってくる、と井上

氏は見方を示します。

これに関連し橋梁構造の設計を担当する設

計部長代理の藤田久義氏は、橋梁点検のシス

テムと長寿命化計画のシステムが相互に連動

できれば利便性が増すものと期待します。

部長代理 藤田久義氏

とくに近年は、業務を通じて専門的かつ高

度な取り組みが求められる領域の広がりも

あって、すべてを自社で対処するというのは現

実的ではなくなってきました。そこで同社は、

必要に応じ優れた専門性を有する他の企業と

の提携を模索しています。そのような際にカギ

となるのがプログラム利用環境の共有です。

その意味から井上氏はフォーラムエイトのク

ラウドサーバサービスの活用可能性に注目し

ます。

一方、設計部長の西矢靖氏は同社でCIMの

プロジェクトリーダーも務める観点から、上

流の計画や測量、設計はもちろん、下流の維

持管理や長寿命化まで包括するようなプログ

ラムへのニーズを述べます。

部長 西矢靖氏

UC-win/Roadの適用と
3D・VR技術への期待

同社はまた、「UC-win/Road」を早くから

導入。守山川の広域河川改修に伴う県道と同

川を横架する橋梁の詳細設計（滋賀県守山

市）に当たり、道路計画の修正が発生した際

に変更内容を地元住民へ再説明するための資

料としてVRを作成。同社として初めてVRを

業務に使用しました。

加えて、篠原駅南北広場の詳細設計とアク

セス道路の修正設計（同県近江八幡市と野洲

市の市境）を行った折には、関係機関が多く、

予算見直しに伴う協議の難航が予想されたこ

とから、内部資料用にバリアフリー化やアク

セス道路、駅前ロータリーなどの要素を可視

化すべくVRを作成しています。

これについて山極氏は、駅前広場の設計

業務が増えていることもあり、VRの作成を重

ねる中で合意形成ツールとしての完成度を高

め、活用可能性を向上させたいと語ります。

そのほか、大型ショッピングセンターの開

発プロジェクトでは地元住民への説明用に交

通や風、日照などのシミュレーションも加えた

VRを作成。井上氏は交通シミュレーションの

機能強化が今後の課題と位置づけます。

UC-win/Roadは単に完成後の姿の画像を

作成するためのものではなく、計画段階から

比較検討しつつそのプロセスを反映して可視

化できるということで、導入した経緯がある、

と井上氏は振り返ります。また、その進化の過

程やフォーラムエイトの各種3D・VR技術の

展開を見ていると、将来的には図面が不要に

なっていくのではとの実感を述べます。

補修設計への先進ICT活用

「レーザスキャンの技術、あるいは点群

データの設計への活用に積極的に取り組んで

いるところです」

そうした狙いから、提携先と協力してレー

ザプロファイラや航空機レーザを用いて高精

度に各種データを取得。それを橋梁の補修設

計などに活かすことを目指している、と井上氏

は解説します。

つまり、例えば橋梁の補修では、モノが出

来上がっているため、とりわけ補修場所を2D

で表現するのは難しい。せめてそれを2.5D、

あるいは3D化できたら効率的な設計に繋が

るはず。さらにそれを情報化施工のデータに

も利用できれば、非常に効率の良いものにな

る。現在は、そのモデリングや表現方法といっ

たインターフェースの部分で苦労しており、そ

こがクリアできれば良いツールになろうとの考

えを示します。

（執筆：池野隆）

守山川 山賀橋 詳細設計
場所：滋賀県 守山市 金森町

概要：守山川広域河川改修に伴う県道草津守山
線との交差部において守山川を横架する
橋梁の詳細設計

橋梁：プレテンPC単純床版橋（橋長21.2ｍ）

基本設計の時点から、道路計画が修正されてお
り（既存宅地出入口部との接続部で道路の盛上
げが必要となった）、道路計画の修正内容を反
映した実施設計を行いました。変更内容につい
て地元への再説明や関係機関の再協議が必要
となっており、業務の発注時点では、協議用の
パース作成が求められていました。地元説明用
の資料として、分かりやすく効果的なVRを提案
し作成したものです。新洲で初めて本格的にVR
を業務をを に使用した事例であったと思います。



Up&Coming113号アカデミーユーザー紹介 7

ソウル市立大学交通工学科は1988年に都

市工学科内の交通工学専攻としてスタートし

た後、2005年に交通工学科で設立されてお

り、現在8人の教授が所属しています。

これまで輩出された200人余りの卒業生

は政府や自治体、国営企業、研究員、大手企

業などで活動しています。交通工学専攻は交

通施設の開発、交通施設の設計および運営、

政策決定や計画、交通安全、先端交通システ

ム、物流および鉄道、大衆交通分野の研究と

教育を行っています。学部は、ソウル市内に位

置した唯一の交通工学科として、国内および

国際交流を活性化して先端技術開発をさらに

促進しています。

先端交通施設研究室は2012年9月、イ・ド

ンミン教授の赴任後に設立されて以来、交通

利用者の側面をベースとした、道路とその他

交通施設の設計および運営、知能型交通シス

テムの分野における研究活動に邁進していま

す。

・住所:ソウル市東大門区

　　ソウル市立大学21歳機関2階217号 

・電話 : +82-2-6490-5651 

・指導教授 : イ・ドンミン

・E-mail :  transldm@gmail.com

現在、フルタイムの博士課程所属者が1人と

修士課程が3人、社会人修士課程6人がイ・ド

ンミン教授の指導下にあります。 今年2月に

は修士課程2人が卒業しました。

先端交通施設研究室の
主要研究実績

『2+1車線道路の交通の際のシミュレー

ション分析』は、2+1車線の建設に先立って

2+1車線道路の安全性を評価するための課題

です。2+1車線は過去2009年に設計指針が

作られるなど、導入案は決定されたものの、

実際に韓国で建設/運営されなかった新しい

道路の形です。したがって、初事業以前に多く

の安全性の検討が行われる必要があり、最初

の2+1車線道路の設計案に対する運転者行

動分析のための走行シミュレーター(DS)実験

を通じて安全性の評価を実施しました。この

ため、UC-win/Roadプログラムを使ってVR

データを構築し、脳波の分析装備を通じた運

ソウル市立大学

URL ●www.uos.ac.kr/

所在地 ●ソウル市東大門区ソウル市立大学21歳機関2階217号

研究内容 ●ITS、先端的交通施設の設計・計画等

ソウル市⽴⼤学
交通工学科先端交通施設(ITS)研究室

韓国最⾼の『交通利⽤者と先端交通施設』研究のメッカを⽬指して!

Academy User
 vol.8

■先端交通施設研究室の建物（左）、所属学生（右）

研究題目 期間 発注

2+1車線道路の交通の際の

シミュレーション分析

2013.01～2013.06 ソウルの国土管理庁

交通事故多発箇所改善事業の

発展研究

2013.10～ 2013 道路交通公団

夜間道路視認性評価システム開発

｢道路照明基準の運転者視覚との関連実験｣

2014.05～ 2014.10 韓国建設技術研究員

高齢者を考慮した

高速道路サービスの改善策研究

2014.06～ 2014.12 韓国道路公社

道路交通研究員

仮想現実を活用した高齢歩行者

交通安全教育用のシミュレーター開発

2014.12～ 2015.11 ソウル産業通商

振興院

線形誘導施設視認性評価のための

運転者視覚実験

2015.03～ 2015.08 韓国建設技術研究員

高速道路の路肩差における

安全性の検討

2016.03～ ソウル-春川

高速道路株式会社

■先端交通施設研究室の主要研究実績



Academy Users Report
アカデミーユーザー紹介／第 8回

Up&Coming113号 アカデミーユーザー紹介8

転者ストレスの度合い実験も並行して分析し

ました。この研究のVRデータはフォーラムエ

イトデザインフェスティバル2013で表彰式

が行われた3ＤＶＲシミュレーションコンテス

ト・オンクラウドで審査委員賞(デザイン賞)を

受賞しています。

『夜間道路視認性評価システム開発』は、

実際の道路での明るさを測定した上で、現場

で撮影された道路映像をVRで再現して運転

者がどのように感じるかを評価し、道路照明

開発の基準を作るための研究になります。 

UC-win/Roadの機能を利用してさまざまな

明るさの条件でVRを再現し、明るさと走行環

境に対する満足度について、一般運転者と高

齢運転者を区別して評価しました。

『高齢者を考慮した高速道路サービスの改

善策研究』は、到来しつつある高齢社会に備

えての高速道路改善案を作成するためのプロ

ジェクトで、高齢運転者の行動分析実験を基

盤に行われました。UC-win/RoadでVRデー

タを構築し、研究室で所有しているドライブ

シミュレータを利用して、一般運転者と70歳

以上の高齢運転者を対象とした多様な運転者

行動に関連する模擬走行実験を実行していま

す。これらの実験を通じて走行速度および減

価速度、走行車両の片側位置、運転者の立場

行動などの基礎資料を導き出して、加速車線

の長さの算定、高齢者に有利な標識の形や位

置決め、ランプ部の回転半径の算定、高齢者

面での危険区間を選定しました。さらに、脳波

の分析装備Eye-Trackerを実験に使用して、

運転者形態および身体的特性分析を実施しま

した。

『線形誘導施設視認性評価のための運転

者視覚実験』の場合、ITS施設の設置位置の

適正性、設置間隔、施設に対する運転者、認

知などに対する評価をDSを活用して実施して

ます。

また、『高速道路の路肩差における安全性

の検討』は路肩(道路等)を可変斜線として活

用する時に生じる問題点を把握するためにDS

とUC-win/Roadを活用して実行しています。

Cloud Programming World CupThe 
3RD

VR×IoT: CPWC2015 IS ON !!

VR×IoT: CPWC2015 IS ON !!

90UOS
Safety notification of when overtaking car 
through on Screen Display

System Function

Future Work

Work Overview
When you ride a two way lanes road or any 
other roads. You may encounter slow car in 
front of you at the same lane. So you will try 
to pass the front car. But it very dangerous for 
you and all drivers. Therefore, the driver who 
try to pass front car need various information 
about overtaking such as front car speed, 
distance between my car and front car and 
passing sight distance of road.
The driver’s safety ensure through the proper 
guidance at overtaking situation. Economical 
road design because excessive passing sight 
distance for road design cause costs a lot of 
construction. So our program target to offer proper information to drivers and to road 
design engineer. Therefore, this plugin will lead the safe road construction and drive.

This plugin to get the information of front car and your car. Speed, speed difference, 
distance between two cars to display based on the information.
When you overtaking against in front of your car, you have to accelerate speed 
minimum 20 kph more than front car for your safety.

1. 20 kph slower than front car, 
overtaking is determined to 
be a danger. So to display the
"You can’t Passing".

2. 20 kph faster than front car, this 
plugin to display the 
"You can Passing".

This plugin will provide some information limit.  For example, corresponding to the 
friction coefficient of the road material and other various situations, we can calculate 
the passing sight distance accurately. 

■第3回 CPWCノミネート賞 受賞作品
作品タイトル：Safety notifi cation of when overtaking car
                                                  through on Screen Display
データ概要

概要：本プラグインは運転者の安全、道路安全、および経済的な道路設
計を促進します。

目的：安全運転の向上、および道路工事費用の削減。

必要性：UC-win/Road はまだ追い越しに関する機能が搭載されていま
せん。そのため、本プラグインは様々なユーザに必要となります。

重要性：追い越し時に適切なガイダンスを提供することにより運転手の
安全性が確保されます。本プラグインでPassing Sight Distance 
(安全追い越し視距) を画面上で案内することにより、不要な工事
を避けられるため道路設計・施工も経済的に行えます。

機能：追い越し状況の中、運転手に適切な情報を与えます。AASHTO方
式に基づいた安全追い越し視距が画面上に表示されます。
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研究室の現在そして未来

同研究室は、利用者側で交通問題の本質と

原因を究明し、先端交通施設を通じた解決策

を模索することを目的とした研究を主に行っ

ています。また、交通分野の最新トレンドに合

わせて新しい調査および分析手法を研究し、

実務への適用を通じて都市交通問題の解決

に貢献できる専門家を養成することを研究室

の目標としています。

最近では高齢運転者及び歩行者行動分析

を基盤に未来社会での交通問題の解決に向

けた研究に集中しており、特に『未来社会の人

口構造の変化に備えた道路交通政策研究』と

『高齢者を考慮した高速道路サービスの改善

策研究』、そして現在進行中の『仮想現実を

活用した高齢歩行者交通安全教育用のシミュ

レーター開発』がその主要な例になります。

また、韓国のドライブシミュレータの専門家

と別途研究会を開催し、定期的な学術的な会

議を開催して議論することで、韓国での交通

施設利用者側の研究を発掘。特に多様な研究

機関で実施したVRによる基盤走行シミュレー

ション実験結果を共有することで、今後、走行

シミュレーターの実験ベースの交通施設利用

者側の研究を進めて行く予定です。

このような会と研究活動を通じてUC-win/

Roadの活用可能性を広げ、多様な研究成果

を導き出すことに努め、FORUM8 KOREAと

の協業の機会を広げています。

同研究室は理論と実務を同時並行するとい

う研究課題の推進とともに、学術的セミナー

を開催しており、大学院卒業後、就職、上級

課程への進学、留学など多様な進路を選択で

きるように指導しています。国内外のIT分野

の発展とともに現在注目されている交通利用

者側面の研究を先取りすることで、研究室は

今後も引き続き大きな発展を期待されていま

す。 

今後、フォーラムエイトおよびFORUM8 

KOREAとの継続的な関係を通じて、共同研

究および開発に参加できる機会をさらに切り

開いていく方針です。

■第12回 3D・VRシミュレーションコンテスト オン クラウド　審査員特別賞　デザイン賞
　「新型道路構造におけるVRシミュレーションの活用」

■UC-win/Roadドライブシミュレータによるシミュレーション



大橋　　　　　　　　　　　松江市
５径間鋼ゲルバー桁橋

浜田マリン大橋 浜田市
2径間連続斜張橋

江島大橋(べた踏み橋)　　　  大田市
ＰＣラーメン橋

北惣門橋　　  松江市
木 橋

橋長 ● 1,446ｍ 幅員 ● 11.3ｍ

橋長 ● 18.54ｍ 幅員 ● 3.82ｍ橋長 ● 305ｍ 幅員 ● 10.75ｍ

橋長 ● 134ｍ 幅員 ● 11ｍ

新江川橋　　  江津市
4径間連続ダブルデッキトラス橋

橋長 ● 378.3ｍ 幅員 ● 11.25ｍ(上路)
16.9ｍ(下路)

VOL.35 ［島根県］
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松江を南北に分ける大橋川に架かる橋で、1607年松江城建築時資材運搬

に耐えられる本格的な橋を架けた。それが初代の大橋である。しかし基

礎工事が難工事であったらしく、人柱の伝承を生み小泉八雲がその物語を

『知られざる日本の面影』の中で紹介している。

1874年大橋が正式名称となった。欄干は御影石でできており唐金の擬宝

珠が飾り付けられている。第５代藩主松平宣維の正室岩姫が京より持参

した擬宝珠を６代目の橋にとりつけたことに由来すると言われている。

島根、鳥取両県の工業団地間の貨物輸送のみならず、背後圏との広域ネッ

トワークの一翼を担う橋梁として整備され2004年10月に供用を開始した。

江島大橋の整備により境港内の物流だけでなく島根県東部地域の交通も

スムーズになり、輸送コストの削減、輸送時間の短縮など様々な効果が期

待されている。主橋桁が一級河川斐伊川の河道内にとなるため,橋脚総幅

の河積阻害率3％（河道幅502ｍ）以内確保や、桁下を航行する船舶（5000

トン船舶）を考慮し中央径間２５０ｍのＰＣラーメン構造の橋梁としては日

本一の長さとなった。江島側の縦断勾配は６．１％である。

浜田漁港に架かる道路橋で1999年開通。原井地

区と瀬戸ケ島地区を結ぶ。主塔高89ｍの斜張橋

である。浜田海岸県立自然公園が隣接している

ことから美しい自然環境と調和をたもち浜田の

シンボルとなる橋梁である。

江戸時代には内堀の東側にあった家老屋敷(現松江

歴史館)と城内を結ぶ重要な通路で明治時代の中頃

に石造りアーチ橋に変わり、『眼鏡橋』と呼ばれてい

た。江戸時代の木橋とするため橋下の掘調査結果や

絵図や文献資料を検討し1994年11月に復元された。

1 2

3 4 5

1992年土木学会田中賞作品部門受賞。二層構造

のトラス橋で上側は国道9号(江津バイパス)下側

は市道新江川橋線には両側に歩道があり徒歩で

も渡ることができる。1992年完成。



羅漢寺 反橋　　　　　　　　大田市
石造りアーチ橋

高角橋　　　　　　　　　　益田市
鉄筋コンクリートローゼ桁橋

261.6ｍ 幅員 ● 7ｍ橋長 ● 4.5ｍ 幅員 ● 2～2.2ｍ

羅漢寺の五百羅漢は、大森の観世音寺住職 月海浄印という方が銀山で働

いて亡くなられた方の供養や、労働者の安全のために発願され多くの方の

寄進により二十五年かかって1766年3月に完成した。

五百羅漢の造りは銀山川の支流を挟んだ寺向いの岩山に、3つの石窟が掘

られ小川にはそれぞれの石窟に入る石造アーチ橋が架けられている。ほぼ

同じ大きさで一重の輪石のみで構成された小規模な橋である。地場の石

材福光石を15枚組み合わせて造られた優美な曲線の三基の橋は当時のま

まの姿をとどめている。

江戸時代には高津川に橋はなく渡船で結ばれていた。1892年初代の高角

橋が架けられたが幾度も洪水で被災しその都度大修繕が行われた。その

後、永久橋架橋の気運が高まり五連アーチの鉄筋コンクリート桁橋で築造

し 変遷を経て今日に至る。2011年には生活を支えている築造50年以上の

土木構造物の中から技術的歴史的価値のある土木遺産として土木学会よ

り認定された。

6 7

ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
http://www.itstation.jp/

● FPB（フォーラムエイトポイントバンク)ポイントの寄付を受付中 !!

    詳細は P.91 をご覧ください。

参考文献：「鉄の橋百選」成瀬輝夫 編 東京堂出版/「日本百名橋」松村 博著 鹿島出版会
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西郷大橋           隠岐郡
中路式固定ローゼ橋

志津見大橋　   飯石郡
5径間連続複合トラス橋

橋長 ● 280ｍ 幅員 ● 10.75ｍ橋長 ● 271ｍ 幅員 ● 6ｍ

後鳥羽上皇、後醍醐天皇が遠流された島の中心

地 (旧西郷町) に架かる橋梁。船舶の航行を考慮

し16ｍの桁下空間を確保している。構造的には

アーチリブが約７°内側に傾斜したバスケットハ

ンドル型で1978年完成した。

志津見ダムのシンボル橋として景観に配慮し複合ト

ラス形式を採用。日本で初めて桁下の地形にあわせ

て橋桁の高さを変化させている。Ｐ3橋脚の位置で

複合トラス桁部とコンクリート箱桁部が連続するの

は世界初の構造である。(2007年土木学会デザイン賞)

8 9     三井野大橋   仁多郡
上路式トラスドアーチ橋

橋長 ● 303ｍ 幅員 ● 9.25ｍ

出雲おろちループ中で最大の構造物。急峻なＶ字渓谷に

架かり下の道路との高低差が100ｍを超す（アーチ支間195

ｍ）の橋である。道路形状からループをとぐろを巻いたおろ

ちの胴体とすると口から火を噴くおろちのイメージの赤い色

の橋になっている。おろちは古事記に登場するヤマタノオロ

チのことであり、この奥出雲に降り立ったとされている。

   10
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 洪水リスクマネジメントの始まり
将来の不確実性をともなった損失を“リスク”として認識し、それ

をどう管理するかというリスクマネジメントは、特に20世紀後半、

企業経営の分野で始まったものである。すなわち企業は収益を第一

に考えて行動するだけではなく、予期せぬ損失が企業の内外に発生

する危険性を適切に管理していかなければ倒産に追い込まれること

もある。このような認識をもとに、保険をはじめとする種々の手段

によって危険を管理する必要性が生じてきたのである。

米国においては、1955年、600社の加盟会社からなる米国保険

管理協会が組織され、保険購入者の連携のもとに保険マーケット

が育成されていった。そして学問的に“リスク”をどう定義し、それ

をいかなる手法によって管理していくかが1960年代から課題とし

て本格的に取り組まれるようになり、“リスクマネジメント”として普

及していったのである。

リスクマネジメントが、企業経営と保険の領域から始まり、やがて

自然・社会事象に拡大され、その適用範囲を拡げていくなかで、自

然のリスクとして人間生活と深いかかわりのある洪水と水害に関す

るリスク概念が形成されていった。人間社会は長い歴史のなかで、

洪水に対して、堤防を築いたり、分水路をつくったり、氾濫原を管理

したりしてさまざまな治水対策をとってきた。しかし洪水リスクが定

義され、リスクの定量化とリスク管理が組織的な方法として確立し

てくるのは1990年代からである。まず米国において米国陸軍工兵

隊がリスク解析の手法を確立し、さらに欧州においては、2000年

代に入って大規模な水害を経験するなかで、従来の治水の考え方に

替わる新たなパラダイムとして洪水リスクマネジメントが登場するこ

ととなった。

 洪水リスクの定義をめぐって
リスクの伝統的な定義は、危険性のある事象の生起確率とその事象

のもたらす損害(impact)の積である。これを踏まえると、まず、（洪水リ

スク） = （洪水の生起確率）×（洪水による被害）として、次のように定

義できる。

Flood risk = Flood probability × Flood damage 　　　(1)

近年、世界的に洪水リスクマネジメントの認識が広がるなかで、洪水

リスクに関する出版物も多くなっている。その中で、2012年に出版され

た“Flood Risk”（editedby P.B. Sayers）での定義を踏まえると、洪

水リスクは次のようになる。

Flood risk =Flood Probability ＊ Flood damage 　　　(2)

ここで＊は結合(combination)を表す。あるいは、Flood riskは、

Flood probabilityとFlood damageの関数である、という言い方もで

きる。

この定義(2)は、上述の(1)よりはやや緩い定義であるが、リスクに関し

て、確率と被害という二つの要素を明確にし、その結合としてリスクを定

義している。(1)では“結合”を“積”としてさらに限定的に定義している

と言える。

ここでリスクの定義として重要なCrichtonのリスク・トライアングル

を取り上げる。Crichtonは、数あるリスクの定義を踏まえた上で、1999

年、簡明で包括的な定義として、図1に示すリスク・トライアングルを提

案した。これは、リスクを、Hazard、Exposure、Vulnerabilityの3つ

の要素からとらえるものである。HazardはPeril(ペリル)によってもた

らされる損失を増加させるもの、Exposureは損失にさらされるもの、

Vulnerabilityは損失の受けやすさ（脆弱性）である。この3つの要素

は、その後の洪水リスクマネジメントに受け継がれ、現在、洪水リスク論

において定着している。Crichtonのリスクの定義から、洪水リスクは以

下のように定義できる。

Flood risk ＝Hazard ＊ Exposure ＊ Vulnerability  　　　(3)

図1　Crichtonのリスク・トライアングル

RISK

Exposure

Ha
za
rd

Vulnerability

ここで洪水リスクの定義を考えるために、洪水リスクの構造を図2に

示した。ある確率をもって生起する豪雨によって洪水が生じる。洪水が

あるレベルを超えると、破堤や溢水によって外水氾濫、あるいは内水氾

濫となり、流域の地表面の一部は浸水状態になる。ここで「浸水しやす

さ」がHazardであり、それは浸水の頻度と強度によって表現できる。

洪水リスクアセスメント のための 入門講座

都市の洪水リスク解析入門
今回より新たにスタートする本連載は、書籍『都市の洪水リスク解析』（著：芝浦工業大学教授　守田優氏／フォーラムエイトパブリッシ

ング刊）による入門講座です。洪水リスクアセスメントの考え方について、基本的な理論や手法からリスク評価への応用、将来的な展望

までをわかりやすく解説していきます。第１回は、洪水リスクをめぐる用語や概念・定義、各国における歴史・概況を紹介し、洪水リスクマ

ネジメントの基本フレームまでを説明します。

第 1回
RISK
Flood Risk Anal ysis新連載
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浸水する場所に位置する建物や内部資産等は被災対象（Exposure）

となるが、浸水被害をどの程度受けるかは被災対象の浸水脆弱性

（Vulnerability）によって決定する。洪水リスクの定義(1)を踏まえる

と、洪水リスクマネジメントは、この全プロセスを視野に入れ、洪水の生

起確率と洪水による被害の積を 小化することと言える。以上がこれま

で議論されてきた洪水リスクの定義である。

確率 ― 豪雨 洪水
外水氾濫

浸水 被災 被害

Exposure VulnerabilityHazard

Probability (Peril) Flood damage

内水氾濫

図2　洪水リスクの構造

ここで、定義(2)と定義(3)の関係を考察すると、定義(3)は、図2

の洪水リスクを黒色の実線で囲ったように、Hazard、Exposure、

Vulnerabilityに分解して結合するものである。ここで定義(3)のHazard

を豪雨の生起確率(Storm probability)と洪水による浸水(Flood 

inundation)に分解すると、図2に赤色の点線で示したように、Flood 

damageをあらためて以下のように表わすことができる。

Flood damage=
　Flood inundation ＊ Exposure ＊ Vulnerability  　　　(4)

そして洪水リスクは次のように定義できる。これは図３の赤色の線で

表した洪水リスクの定義になる。

Flood risk ＝Storm probability ＊ Flood damage  　　　(5)

洪水リスクの定義にある生起確率を、(2)では（洪水の確率）とし、(5)

では（豪雨の確率）としている。どちらをとるかはリスクの定量化において

重要な問題である。本書では、定義(5)を基本とし、リスク定量化において

は、結合（＊）ではなく、文字通り乗算（×）として洪水リスクを計算する。

 洪水リスクの定量化
洪水リスクマネジメントは、後述するように、リスク分析・定量化（リス

クアナリシス）、リスク評価（リスクアセスメント）、リスク低減策（リスク

リダクション）の決定、実行というサイクルを形成する。前二者において

はリスクを定量化する必要がある。そのためには、洪水リスクに関する

Peril、Hazard、Damageを定量化しなければならない。これによってリ

スクそのものを定量的に把握し、意思決定の重要な情報として利用する

ことができる。

また、洪水リスクマネジメントは、洪水リスクを低減するためにソフ

ト・ハードのさまざま対策について 適な対策を決定し、実行する。この

意思決定においては、その対策の費用とリスク低減効果を定量的に把握

しなければならない。そのためには浸水による被害について定量的に見

積ることが必要である。具体的には、浸水による被害を金額ベースで評

価する。

洪水リスクには、資産の被害、事業所の営業損失など金銭的に定量化

できるものもあるが、死亡や精神的ダメージなど定量化が難しいものも

ある。実際のところ、一度、甚大な浸水被害を受けた住民は、日々の生

活の中で水害の不安を抱えることになり、これが精神的な被害と見なさ

れることは確かである。また生命の損失ということになると、被害は定

量化不可能である。しかし、洪水リスクマネジメントでは、洪水のリスク

を金額ベースで算定することは中心的な作業のひとつであり、浸水によ

る被害をいかに合理的にまた適正に評価するかは主要な研究テーマの

ひとつである。

 洪水リスクマネジメントの基本フレーム

洪水リスクマネジメントの枠組み

洪水リスクマネジメントは、豪雨という危険原因（Peril）によってもた

らされる危険状態（Hazard）を分析し、被災対象（Exposure）に生じる

被害（Damage）をその脆弱性（Vulnerability）とともに予測し、さまざ

まな対策を組み合わせて全体の被害を 小化する持続的な取り組みで

ある。そのフローはすでに述べた一般的なリスクマネジメントの流れを踏

まえたものである。図3に洪水リスクマネジメントの枠組みを示す。

洪水リスクの発見・評価

洪水リスクアセスメント

リスク低減手段の選択
（治水計画・雨水排水計画
　・被害軽減行動計画等）

リスク低減手段の実行
（治水計画・雨水排水計画
　・被害軽減行動計画等）

リスク低減手段の監視

リスクコントロール
　リスクの防止（治水事業等）
　リスクの軽減（被害軽減行動等）
　リスクの回避（建物耐水化等）

リスクファイナンシング
　リスクの移転（水害保険等）
　リスクの保有（内部積立等）

図3　洪水リスクマネジメントの枠組み

洪水リスクマネジメントは、まず洪水リスクの発見・評価から始まる。

これは、過去の水害調査、土地利用調査、被害物件の浸水脆弱性調査

など、浸水被害可能性を高めるさまざまな要因を調べることである。次

に現状における洪水リスクを定量化するとともに、さまざまな対策がと

られた場合の洪水リスク低減効果を定量的に把握し比較評価する（洪水

リスクアセスメント）。そして、このアセスメントをもとにリスク処理手段

を検討する。それには長期的な治水計画、雨水処理計画などのハード対

策のみならず、洪水予報システムや豪雨時の対応などソフト対策としての

被害軽減行動計画も当然含まれる。

ここでリスク処理手段は、リスクマネジメントの一般的な枠組みに従っ

て、リスクコントロールとリスクファイナンシングに分けられる。リスクコ

ントロールには、リスクの防止（治水事業、雨水排水事業）、リスクの低

減（豪雨時の被害軽減行動など）、リスクの回避（建物のピロティー化な

ど）がある。一方、リスクファイナンシングには、危険の保有（積立など）

や危険の移転（保険など）がある。
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こうしてさまざまなリスクコントロールを実行し、実際の豪雨時に治水

対策は有効に機能したか、行政や住民の行動は適切であったか、あるい

は水害の復旧はスムーズに行われたか、さらにリスクファイナンシングと

して復旧のための資金調達は滞りなくできたかなど、洪水リスク低減対

策全体について評価を行う。

以上のような洪水リスクマネジメントの枠組みは、一方向のフローで

はなく、図4に示したように、ＰＤＳ（Plan - Do - See）サイクルとして

持続的に実施する。このサイクルが、洪水リスクマネジメントの本質的な

点である。これまで、ともすればハード整備を主体に対策が考えられて

きたが、計画－実施－評価のサイクルとしてとらえることが重要である。

PLAN
治水計画
雨水排水計画
洪水予報計画
避難行動計画
被害軽減行動計画
水害保険

DO
豪雨時 豪雨直後
　水防活動 　復旧（清掃・ゴミ）
　洪水予報 　金銭的援助・損害補償
　避難 　建物補修
　緊急対応 　施設再構築

SEE
治水計画再検討
施設機能評価
豪雨時行動評価
被害軽減行動評価
財務評価

図4　洪水リスクマネジメントのＰＤＳサイクル

減災からリスクマネジメントへ

洪水リスクマネジメントは、洪水リスクを低減するために 大の効果

を発揮するよう、さまざまな個別対策をポートフォリオとして組み合わせ

るものである。図5に洪水リスク低減対策をマクロvsミクロ、ハードvsソ

フトの座標軸のもとで体系的に示した。一級河川の治水事業は 終的

に国土交通省が責任をもつものであるが、洪水リスクマネジメントは、自

治体が住民とともに進めるものである。都市によってハード整備の水準

や人口・資産の集中度は異なる。リスクコントロールの手段とともに、リ

スクファイナンシングとして水害保険を適切に組み合わせることも選択

肢としてあるだろう。

ハード、ソフト、マクロ、ミクロ、さまざまな対策があるが、それぞれの

都市の実情にあわせて、リスク低減を 大にするポートフォリオを決定

し、リスクマネジメントのＰＤＳサイクルを回していくことが肝要である。

戦後の日本においては、高度経済成長期、洪水による被害を出さない

「防災」を目標に治水事業が実施された。しかし、自然災害はわれわれ

の防災力をはるかに上回るレベルで起こりうること、また、防災に当てる

予算や資源も限られていることから、完全に被害をなくすことは不可能

であるとの認識に至った。そこで、自然災害によって被害が生じてしまう

ことはやむをえないとしても、その被害をできるだけ減らしていくことが

重要だ、という考え方に変わった。これが現在言われている「減災」であ

り、戦後の「防災」行政の軌道修正として、従来の公助に対して、さらに

自助・共助を加えて防災力を高めようという考え方である。ただ洪水リ

スクという観点から考えると、これまで防災行政は、治水事業や流域対

策（総合治水）によって、ハザード(Hazard)、すなわち、浸水しやすい状

態をいかに改善していくかということに努力を集中し、流域全体の浸水

脆弱性（Vulnerability）の克服という課題については、行政の範囲を超

える「協力要請」として位置づけてきたことは否めない。

洪水リスクマネジメントと減災の違いは何か。まず、建設に長期を要

し、費用もかかるダムや堤防などの大規模ハード対策の位置づけであ

る。国家的な損失に結びつくクライシスマネジメントでは、このような大

規模ハード施設は生死を決する重要性をもつ。しかし、数年スケールで

PDSサイクルを回す洪水リスクマネジメントにおいて、建設に数10年の

時間スケールをもつ大規模施設は、ほぼ洪水対策の「境界条件」と見な

してもよく、ハード施設という与えられた境界条件のもとで、いかに洪水

リスクを低減させるかが目標となる。洪水対策の重心が移動するのであ

る。そのため、図5に示したハード、ソフト、マクロ、ミクロのあらゆる対

策の 適なポートフォリオを決定し、マネジメント・サイクルを実行してい

くことが重要な課題となるのである。

もうひとつ重要な違いは、都市流域の地域性にもとづく洪水対策の多

様性である。都市流域によって地形やハード施設の整備レベルは異な

り、人口と資産の集中状況も多様である。よって都市流域をもつ自治体

ごとに選択する対策の組合せは異なって当然である。しかし、どの自治

体の担当者からもよく聞かされるのは、「時間50mm対応で河道整備を

鋭意進めています。さらに住民の皆様の共助と自助が必要です」という

ような言葉である。洪水リスクマネジメントの主体は、行政（自治体）と

住民である。都市流域の「浸水脆弱性」を克服するため、両者がともに

協働によって洪水リスクの発見と評価を行い、 適な意思決定を目指し

てリスク軽減対策に取り組むことが望まれるのである。

行政と市民のパートナーシップという考え方が広まりつつある現在、

行政と市民が一緒になって、洪水による浸水脆弱性を乗り越えるための

ハード・ソフト対策をともに推し進める時代になっていると考える。

マクロ（治水）

土地利用計画
洪水予報
ハザードマップ作成
避難勧告・指示
避難誘導
条例・要綱
ガイドライン作成
防災助成制度
（水害保険助成）

ミクロ（水防）

ソフト ハードまちづくり
地下空間の水防
被害軽減行動
協働避難行動
防災学習
水害保険

河道の整備
分水路の整備
管きょ・ポンプ所の整備
洪水調節池の整備
地下貯留管の整備
透水性舗装の整備
雨水貯留浸透施設
降水・水位観測施設の整備

雨水貯留浸透施設
建物の耐水化
地下街の耐水化
地下室の耐水化
高床建築

＊ソフト対策は、平常時（緑色）、豪雨時（赤色）で示した。

図5　リスクマネジメントのリスク低減策の体系



出版・販売書籍

フォーラムエイトHP ＞製品購入＞オーダーページ＞製品購入タブ＞FPB景品販売 または www.forum8.co.jp/product/book.htm へ！

2014-

2012-

E・ガリア 編著 3,800円 川村 敏郎 著 880円 鵜飼 恵三 著 3,800円

安福 健祐 著
3,480円

フォーラムエイト 著
2,800円

吉川 弘道 著
2,800円

福田知弘/関文夫 他 著
3,800円

馬智亮 著
88元

田中 成典 監修
3,790円

フォーラムエイト著
1,500円

フォーラムエイト著
1,500円

吉川 弘道 編著 3,000円

フォーラムエイトの

環境アセス&VRクラウド
 ～環境コミュニケーションの新展開～VRで学ぶ道路工学

既刊『漫画で学ぶ舗装工学』シリーズ（建設

図書）でのわかりやすい説明に定評のある稲

垣氏が、道路工学の基礎的内容に加えてICT

やCIMの活用といった最先端の情報を含ん

だ内容を、VRを利用した表現方法によって

紹介する全く新しいコンセプトの解説書。

事業者と住民等との円滑なコミュニケーショ

ンを図り、地域の特徴に見合ったよりよい事

業のあり方を検討することを目的とした、

3DVRおよびクラウドの活用による環境アセ

スメント手法とその開発について、豊富な事

例と共に解説。

2015年11月発売

本体3,800円 ＋税定価

2015年11月発売

＋税定価 本体2,800円

2015年11月発売 2015年11月発売

進撃の稲垣ロケット・デジアナブック第１弾

著者  稲垣 竜興 著者  傘木 宏夫

我が国の道路舗装は、約6,000Kｍ2。この舗装総資産は、なんと60兆円にも。
この舗装を知りたい、考えたい、評価したい、新しいビジネスにしたいあなたへ
贈るデジタルとアナログのコラボレーション専門書「VRで学ぶ舗装工学」起稿。

2016年発刊予定進撃の稲垣ロケット・デジアナブック第2弾

NEW2015

自主簡易アセス支援サイト HP公開中
　 http://assessment.forum8.co.jp/assessment/php/

®

本書の QR コードで VR
データにアクセスできます！

®

洪水リスクアセスメントの考え方について、その基本的な理論や手法

から、マクロ・ミクロ解析によるリスク評価への応用、将来的な展望ま

でをわかりやすく解説。 

著者  守田 優

■目次構成
第1章　洪水リスクをめぐって（序論）

第2章　都市と洪水流出

第3章　洪水リスクアセスメントの基本フレーム

第4章　洪水リスクアセスメントの手法

第5章　洪水リスクアセスメントとその応用（マクロ・ミクロ解析）

第6章　洪水リスクの不確実性

第7章　洪水リスクのアセスメントとマネジメント～課題と将来 

都市の洪水リスク解析 ～減災からリスクマネジメントへ～

2014年11月発売 ＋税定価 本体2,800円

BOOK 書籍のご購入はフォーラムエイト公式サイト または rakuten.co.jpにてお買い求め頂けます



■ProjectVR
「自主簡易アセス支援サイト」の仕組みと「VR-Cloud®」を活用し、

Arcbazarにアドオンすることで、コンペに環境配慮の評価軸を付

加し、提出されたプロジェクトの価値をより高めます。

世界中のデザイナーから設計提案を受けられるクラウドソーシングプラットフォームArcbazarと、
プロジェクトの持続可能性評価とVRシミュレーションを提供するProjectVRが融合！

多様なプロジェクトを強力にサポートします。

現在、シカゴを敷地としたオバマ

記念館コンペがArcbazar.com
にて開催されています！下記アド

レスか、「ライブの設計コンペ」から

「Obama Presidential Center」
にアクセス下さい。

http://jp.arcbazar.com/school-design/competition/
                                    obama-presidential-center-united-states-illinois-chicago

賞金総額 $10,000！
 5/10締切！

※P48の連動記事「Arcbazar支援サービス」も御覧ください！

●自主簡易
   アセスメント
環境影響を事前に見積もっ

て、住民等との対話に供し、適

切な環境保全対策の立案が

できます。設計条件として、最

終評価の際に活用します。

●3D・VRシミュレーションとVR-Cloud®
弊社独自開発のクラウド

型合意形成ソリューショ

ン。敷地周辺のVRデータ

の提供や、VRでの景観評

価などが可能です。

2.コンペを開催
コンペの過程を楽しんで下さい。

信頼できるプラットフォームを通

じ、世界中の設計者がプロジェク

トに応募します。

3.最も良い設計を選択
すべての設計提案を評価し、上位3位
の設計者を選んで下さい。家族や友

人の評価依頼もできます。

1.プロジェクトを説明
設計課題を提示してリフォーム、新築

住宅、インテリア、造園、商業・公共施

設等のプロジェクト立ち上げ。

■Arcbazar
5,000以上のコンペ開催実績があるArcbazarでは、登録デザイ

ナーから、従来の方法と比較して格安でより多くの提案を受けるこ

とができます。デザイナーは賞金を獲得し、応募作品は全てポート

フォリオとして保存され、さらに次の仕事へとつながります。

＋＋ ProjectVRProjectVR

プロジェクトコンペ
簡易アセス－シミュレーションを統合的に提供する新サービス

コンペ開催と採用案決定のプロセス

オバマ記念館コンペ開催中！
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MIT Japan Conference参加レポート 第1回
マサチューセッツ工科大の産学連携プログラムに参加、
先端研究をVR・システム開発へ

FORUM8 HOT NEWS 2016.1-3

HOT NEWSNo. 1

「知能の問題：今日の科学、明日の工学」
   (The Problem of Intelligence: Today’s 
                                                         Science, Tomorrows Engineering)

人工知能が今後どのように進んでいく
かについて、現状の研究開発の枠組み
や、社会への影響、将来的展望について
解説。自動運転研究で利用されている
画像認識技術について、実用化には10
年程度見込まれるがスマートカーはいず
れ必ず実現するという見通しを述べると同時に、自動運
転に関わる問題や事故に備えた法律整備などの課題も
挙げた。「脳が知的行動を生む仕組みが以前より分かっ
てきており、神経科学、認知科学、コンピュータ科学に関
する知識がインテリジェントマシンの設計に応用できる
と考える」と述べ、顔認識を例にこれらの知識がどう関
わっていくかを解説した。

トマソ・ポッジオ教授

【2016 MIT Japan Conference 参加レポート】

わって

「古い波に新しい技を教える：
                       音響メタマテリアルを求めて」
   (Teaching Old Waves New Tricks: The Quest For 
                                                 Acoustic Meta-Materials)

光と音を利用した波のチャンネ
ルを介した情報・エネルギー伝
達の効率化を目指し、前例がな
いサイズの3Ｄ複合材料マイクロ
ストラクチャを作成する、光学
分野での試みについて紹介。特
に自動車、建築などの分野で3Dプリンターによ
る可能性が広がると考えられる。

ニコラス・ファン准教授

「顧客が好きな（嫌いな）ものは？：データが教えてくれる」
   (What Do Your Customers (Dis)Like?: Let Their Data Decide)

企業が顧客の嗜好を正確に予測するためのソーシャル
データの活用法や、実際に小売業界でこの技術を応用し
た成功事例について紹介。その中で、顧客嗜好の予測を目
的として同氏らが構築・整備した、スケーラブルで理想的
なデータ処理システムについても説明した。選択はさまざ
まな要因があり、重要なのは選んだ理由ではなく、選んだ
結果とその頻度である。また、比較できるデータが重要であることや、さま
ざまな選択行動において散在しているデータから学ぶことができ、社会モデ
ル、データ選択のさまざまな手法が存在することを述べた。

デヴァヴラット・シャー教授

g)

運

っ

る

教授

「先端製造イノベ
                                   
   (Advanced Manufa
                               Teste

国内外の製造業の
造のエコシステム
ン）において、金
アップの限界や、
変わってきており、
職人が減少してい
模なサプライチェ
ある。MITの先端
が2年前に立ち上
に依存せず、産学
るための優先分野
ためのモデルの構

ク

ニコラス・ファン准教授

「開会の辞」
   (Opening Remarks)

MITでの研究の将来性とその
傾向について、先進の材料、電
気機器、情報テクノロジー、神
経科学、化学工学等を含む技
術を紹介し、今後の日本とのコ
ラボについて積極的に展開す
る旨を述べた。

MIT産業学際会 代表 カール・F・コスター氏

開催日：2016年1月22日　　場所：東京・経団連会館

※講演者の写真は、MIT ILP (Industrial Liaison Program) の web site から許可のもと使用しています。
　なお、MIT ILP Japan(MIT 産業学祭会日本）への質問等の連絡は、矢野（yano@mit.edu)または、高木（takagis@mit.edu)までお願いします。
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®

ベーション：
     概念の検証と最新モデル」
cturing Innovation: 
d concepts and emerging models)

の調査の結果、製
ム（サプライチェー
金銭的なスケール
人々の働き方も
、一昔前のような
いる。また、中規
ェーンに対応可能な企業が消えつつ
製造パートナーシッププロジェクト
がり、20社程度の企業が公的資金
学官が連携して資金投資を最適化す
野の分析など、製造業の問題改善の
構築を実施している。 

クリスティン・ヴァン・ヴリエット准教授

「ナノスケールのアーキテクチャ：
　エネルギー分野に応用できる次世代触媒開発」
   (Architecture at the nano scale: Engineering 
　next-generation catalysts for energy applications)

石油に代替可能な資源として、バイオマスが
注目されているが、処理施設が大規模とな
り、普及に課題がある。これまでの触媒の
研究開発は石油に最適化されているため、
ナノ構造触媒における独特な相乗効果を利
用した次世代の触媒開発を行っている。 

ユーリー・ロマン准教授ユーリー・ロマン准教授

「エネルギー、触媒、環境のための多孔質材料」
   (Porous Materials for Energy, Catalysis, 
　　　                                                and the Environment)

MOF(金属有機構造体)は、ガス
吸着や分離など、さまざまな用
途に応用可能な高表面積をも
つ多孔性材料である。このMOF
製造において、分子レベルでコ
ントロールする事で高効率MOF
を開発する事に取り組んでいる。開発された
MOFはエネルギー・触媒・環境の分野への応用
可能性がある。

ミルセア・ディンカ准教授

つ
クト
金
化す
の

教授

「エネ「
   (Por
　　　

MO
吸着
途に
つ多
製造
ント
を開
MO
可能

「エネルギー材料と極限環境：
                               ナノスケールでの現象観察」
   (Materials in Energy and Extreme Environments: 
　　　                            Watching Nano scale in Action)

分子構造をナノスケールで検査
可能な透過型電子顕微鏡検査
(TEM)により、従来よりも高解像
度で観察して評価できるように
なった。この検査方法をエネル
ギー材料の機構研究に応用する
ための研究を行っている。ナノメートルの解像度
で観察する事で、液体・固体界面と気体・固体界
面の定量的特性決定が可能となる。

ジュー・リー教授

「改革の機は熟した：次なる農業革命」
   (Ripe for Disruption: the Next Agricultural Revolution)

食料システムの限界が見え問題が深刻化
するなか、分散型食料コンピュータシステ
ムにより課題解決に取り組んでいる。照
明・温度・湿度などが管理できるフードコ
ンピュータ(デジタル栽培システム)を開発
し、農業革命を目指している。フードコン
ピュータ構築のためのソフト・ハード環境・レシピはオープ
ンソースとして公開されている。

ケイレブ・ハーバー主任研究員 

懇親会及び
ネットワーキング

■MIT ILPでの今後の活動予定
　2016 MIT Information & Communication Technologies Conference
　　                                           　   （2016年4月20-21日／MITメディアラボ）
　2016 MIT Digital Health Conference
　2016 MIT Research & Development Conference
　2016 Infrastructure Innovation in a Changing Environment Conference
　2016 MIT Startup Ecosystem Conference
　第1回 FORUM8 MIT VR Conference （2017年7月予定）
　第2回 FORUM8 MIT VR Conference （2018年7月予定）
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HOT NEWS

東商「職場で始める！感染症対応力向上プロジェクト」対応

HOT NEWSNo. 4

ジュニア・ソフトウェア・セミナー参加者からの反響

HOT NEWSNo. 2

UC-win/Roadおよび関連システムの報道実績

HOT NEWSNo. 3

URL  
https://www.youtube.com/ 
watch?v=merZ3k6S_cs&feature

URL http://www.nikkei.com/video/4709497612001/

URL http://app-review.jp/news/276713

URL http://vsmedia.info/2015/09/20/tgs2015_21/

http://ieiri-lab.jp/success/2016/01/junior-software-seminar.html

http://ieiri-lab.jp/success/2016/01/f8-design-fest-contest.html
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　   ハプティック技術
■ ハプティクスとは

■ 触覚による人工現実感の表現

■ ハプティックデバイスの事例

■ ハプティック技術の展望

　   ハプティック技術IT TERMS
知っ得IT用語

IT TERMS&HARDWARE
INFORMATION

2016-No.2

知っ得 IT用語＆
　　　デバイス情報
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■ Windows 10 Mobileとは

■ Continuum for Phone

■ クラウド連携

■ Office Mobile

■ Microsoft Edge

■ Windows 10 Mobile対応デバイス

　   Windows 10 Mobile　   WWindows 10 MobileHARDWARE
最新デバイス



Vol.33
ボストン：歴史と新たな刺激が融合する都市

ボストンへ

　ボストンは、ボストン虐殺事件（1770

年）、ボストン茶会事件（1773年）、アメ

リカ独立宣言（1776年）が読み上げられ

た旧州議事堂など、アメリカ建国に大き

く関わった都市（写真１）。その後、アメ

リカ最初の公園（ボストンコモン 1634

年）、最初の大学（ハーバード大学 1636

年；写真２）、最初の植物園（パブリッ

ク・ガーデン 1837年；写真３）、最初の

地下鉄（1897年）など、アメリカで最初

の施設が作られてきた。ボストンマラソ

ンは、今年4月18日には120回目を迎え、

開催回数最多を誇ると共に、資格タイ

ムをクリアした市民ランナーでなけれ

ば出場できない「選ばれしもののマラソ

ン」である。近年では、都市再開発の試

みとして、ファニエルホール・マーケッ

トプレイス（ウォーターフロント開発）、

ビッグ・ディッグプロジェクト（高速道

路の地下化による都市分断解消と地上

部の公共空間創出）などが進められて

きた。ハーバード大学、マサチューセッ

ツ工科大学（MIT）などが立地する世界

有数の学園都市でもあり、ボストンは、

歴史と新たな刺激が融合する都市とい

えよう。日本との時差は、-13時間（サ

マータイム）。

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

 福田知弘氏による「都市と
建築のブログ」の好評連載の第33回。
毎回、福田氏がユーモアを交えて紹介
する都市や建築。今回はボストンの3D
デジタルシティ・モデリングにフォーラ
ムエイトVRサポートグループのスタッ
フがチャレンジします。どうぞお楽しみ
ください。

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授，博士（工学）。
環境設計情報学が専門。国内外のプロジェクトに関わる。CAADRIA（Computer Aided 
Architectural Design Research In Asia）学会前会長，日本建築学会代議員，NPO法
人もうひとつの旅クラブ理事，大阪旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン
設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと新しい街づくり」「はじめての環
境デザイン学」など。ふくだぶろーぐは、http://fukudablog.hatenablog.com/

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

１ ボストン全景

Up&Coming113 号 都市と建築のブログ22



Arcbazar@MIT

　チャールズ川を渡り、MITへ。まず

は、MITのキャンパスを巡ろう。MITの

シンボル・グレートドーム（写真４）、

メディアラボ、フランク・ゲーリーのス

タータ・センターなどへ。キャンパスは

ケンブリッジの町と一体化している。建

物内の教室やラボはガラス張りになっ

ており、結構自由に眺めることができ

たのは意外であった。特に、グレート

ドーム内の廊下は、大学関係者と観光

客が入り交じって混雑していた。

　MIT 建築・計画学部 長倉威彦 准教

授とArcbazar社 CEO Imdat As氏を訪

問した（写真５）。Arcbazarは、建築の

市場という意味で、Webサイトを通じ

て、施主が世界中の専門家を対象とし

たコンペを開催できるシステムとサー

ビスのことである。建築・インテリア・

ランドスケープなど、空間デザインを主

な対象としており、世界中で行われて

きたArcbazarコンペは既に5000を数え

る。例えば、あなたが自宅を建てる時

に、普通ならば知り合いの建築家や近

くの工務店に依頼して作ってもらうわけ

だが、このArcbazarに依頼すると、世界

中から登録されている15,000人以上の

建築家・デザイナー相手にコンペを開

催して、デザインを募集してくれる。施

主は新たなデザイン、アイデア、コスト

減を得ることができるかもしれないし、

デザイナーは新たな活躍の場を見出す

ことができるかもしれない。施主がデ

ザインの審査に不安であれば友人や専

門家を審査員として招くこともできる。

すなわち、Arcbazarは施主と設計者と

がコンペを通じて出会えるマッチング・

サービスであり、閉鎖的で透明性がな

いと批判されがちなコンペの民主化を

目指しているといえる。

　その後、本年3月1日、Arcbazar社と

㈱フォーラムエイトは業務提携契約

を締結し、Arcbazarの日本での運営

がスタートした。日本版Arcbazarはこ

れまでの空間デザインコンペ機能に

加えて、自主簡易アセスなど新たなメ

ニューを加え、クラウド版３次元VRも

４ MIT グレートドームにて
５ Arcbazarミーティング

３

４ ５

２ ハーバードスクエア
３ パブリック・ガーデン

２
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扱おうとしている１）。早速、いくつかの

国内コンペが世界を相手に始められて

いる。

THE MEME

　続いて、THE MEMEを訪問した。ボ

ストンらしい赤煉瓦の壁、そして、ベン

チャー企業らしく、倉庫を改装したよ

うな、クリエイティブな雰囲気が漂うオ

フィスであった（写真６）。World16（建

築・建設・都市設計系研究者から構成

される3D･VR（3-Dimensional Virtual 

Reality: 3次元人工現実感）の国際学

術グループ）でもお馴染みのKostas 

Terzidis博士が所属する企業である。

THE MEMEはクライアントのコンサ

ルティングと製品開発を多様な分野で

実施しており２）、その一つが、Organic 

Parkingである３）。これは、都市の駐車

スペースを探す時間を減らすことで、交

通混雑や渋滞、そしてドライバーのスト

レスを緩和しようと、モバイル端末を用

いて個人間で駐車スペースの取引が可

能なシステムとサービスである。エネル

ギー節約やCO２削減のような環境負荷

低減にも貢献できる。BtoBチャンネル

としては、トラックやバスの輸送最適化

を目指して、運行途上の休憩所や大型

駐車場に関する情報提供、予約サービ

スなどにも展開していくそうだ。

　翌日は、Koatasの自宅を訪問させて

頂いた。ボストン都心から車で20分も

走れば出会える、自然と一体化した素

敵な一軒家。日本よりも1か月ほど早く、

紅葉が始まっていた。（写真７～９）。

フェンウェイ・パーク

　出張中はできるだけ街を歩いてみた

い。今回は早朝散歩ということで、地図

を眺めていると、ホテルからほど近くに

ボストン・レッドソックスのボールパー

ク「フェンウェイ・パーク」発見！レフト

の高いフェンス・グリーンモンスターが

有名な、アメリカ最古の野球場。壁面に

はサイ・ヤング、ベーブ・ルース、テッド・

ウィリアムズ、ペドロ・マルティネスなど

歴代選手の名前と背番号がずらり（写

真１０）。ホテルからボールパークをぐ

るりと歩いてホテルに戻るまで40分と

ほどよい距離で、贅沢な時間を過ごす

ことができた。

　ボストンのグルメといえば、やはり大

西洋のシーフード。出発前、友人に尋

６ THE MEMEオフィス
７ Kostas邸エントランス（帽子はオプション）

８ Kostas邸で記念ショット
９ 落葉の小径

６ ７

９８
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ねたら、すかさず、生牡蠣と生ハマグリ

を勧められた。牡蠣は、日本のものよ

りも小ぶりで、数多く食べられる。しま

いには、１ダースを注文しても平らげて

しまった（写真１１）。生のハマグリは初

めてかもしれないがこちらもハマった。

スープは、クラムチャウダー。飲み物は

といえば、クラフトビールの先駆者、サ

ミュエル・アダムスだね。

BTTF

　行き帰りの機内では、バック・ツー・

ザ・フューチャー（BTTF）Part１～３を

久しぶりに観た。BTTF２では、1985年

に暮らしていた主人公のマーティ・マク

フライとエメット・ブラウン博士（ドク）

が30年後の未来にたどり着くのだが、

それは2015年10月21日午後4時29分。今

回、偶然ながら、彼らがやってきた頃に

我々も米国にいることになった（西海

岸と東海岸との違いはあるのだが）。

映画で描かれた2015年と現在を比べて

みると、コンピュータや技術の進化で

実現できたモノやサービスも多く、映

画よりも進化しているものも多いと

感じた。そう考えると、今から30

年後の2045年には、現在盛んに

予言されている技術、例えば、

人工知能とその恩恵を受けた

社会が当たり前のように存在

しているのかもしれない。

11 生ガキ１ダース

10 フェンウェイ・パーク

１） Arcbazar日本語版サイト : http://jp.arcbazar.com/

２） THE MEME: http://www.thememedesign.com/

３） Organic Parking: https://www.organicparking.com/

 【参考文献】 
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CGサービス

　今回は、アメリカ合衆国マサチューセッツ州にあるボストンの
街並みを作成しました。ロングフェロー橋から見たボストンの高
層ビル群や、チャールズ川の南に位置するアメリカ最古の都市公
園「ボスト・コモン」、隣接するボストン・パブリック・ガーデンの
園内の様子をVRで再現しています。また、チャールズ川北岸の
メモリアル・ドライブから見た夜景をVRでご覧いただけます。

VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog33.htm#city

「ボストン」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・ボストン  by UC-win/Road

「UC-win/Road CGサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細なCG画像ファイルを提供するもので、今回の3Dデジタルシティ・

ボストンのレンダリングにも使用されています。POV-Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ

等で修正できます。

マサチューセッツ工科大学 メモリアル・ドライブボストン・コモンのジョージ・ワシントン像

ボストンのビル群
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「ピアーリフレ工法」は、既設RC橋脚のせん断補強および段落し部の補強を目的として鋼板巻立てを行うもの
で、一般的な工法と比べて工期短縮や工費削減などのメリットがあります。今回は、この工法の特長および実
績、適用事例について紹介いたします。

ピア―リフレ工法
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おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい

～スマートフォン・アプリで広く駐車場情報の提供をお手伝いします！～
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了
解
。

■ バージョンアップ無償  ■ ダウンロードサービス 
■ 電話問合せテクニカルサポート ■ 保守情報配信サービス 
■ 問合せサポート（E-mail、FAX） ■ ランチャー提供

 FORUM8
サブスクリプション
サービス移行のご案内 

多くのソフトウェアのライセンス形態が、クラウドとサブスクリプ
ションへと移行している中フォーラムエイトでもサブスクリプション
による製品ライセンス提供を開始しました。

正規ユーザ様にとってはサブスクリプションによる多くのメリットを
享受できます。

フォーラムエイトでは、原則として保守サポート契約をそのまま継
承し、スムーズな移行を実施します。さらにレンタルアクセス、起動
ランチャーなど新しい機能も無償で提供し、ライセンスユーザ様の
製品利用環境、データ活用をさらに改善してまいります。

※2016年4月1日より順次UC-1、UC-win全製品の保守サポートサービスを
サブスクリプションに全面的に移行します。

※現在お持ちの製品の保守契約期間や費用の変更はありません。Web認
証による自動更新となりますので、パスワード管理や保守サポート継続
の手続きも不要です。

※新たに「レンタルアクセス」を提供し、一時的な利用ライセンス追加に
対応します。ご利用には事前申し込みが必要です。

※USB、NetPROが必要な場合、別途オプション（サブスクリプション
USB、サブスクリプションNetPRO）で提供いたします。 

サポート内容
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ライセンス形態

 サブスクリプション サービス ラインナップ

FORUM8 サブスクリプション
ライセンス

いつでも最新バージョンが利用可能で、幅広い問い合わせサポートサービスを受けられます。新規購入の場合は
初年度のサブスクリプションが含まれており、1年経過後自動更新によりライセンスを継続。契約期間の変更（2、
3年サブスクリプション）、レンタルアクセスやライセンス追加など製品購入も可能。
海外利用はフローティングライセンスで対応（有償）、WANライセンスはサブスクリプションUSBへ無償転換可
能。現在ご利用いただいているUSBキーを引き続きご希望の場合には、有償の「サブスクリプションUSB・
NetPRO・WAN」に更新、選択いただけます。

FORUM8 レンタルライセンス
／レンタルアクセス

1ヵ月、3ヵ月、6ヵ月など柔軟な期間ライセンスを提供。先行投資を抑えることができます。フローティングライセン
スにより海外も含めた自由な利用が可能です。また、レンタルアクセスは、既に購入済みの製品の利用ライセンス
数を増やす事が可能です。事前契約により、レンタルライセンス期間（1ヵ月、2ヵ月、3ヵ月）の単位で自動的にライ
センスが付与されます。利用実績に応じて後日請求いたします。

FORUM8 エンジニアスイート
UC-1、VR、FEMと幅広く統合したサブスクリプション型ライセンス。エグゼクティブ・エンジニアの方々が利用され
ています。最新版をいつでも利用可能な、エンジニアスイート積算と連動した1年サブスクリプションライセンスで
す。海外利用はフローティングライセンスで対応（有償）。

FORUM8 クラウドサービス

UC-1 for SaaS、面内、RC断面など基本ライセンスと組み合わせてご利用が可能です。1ヵ月単位のサブスクリプ
ションを基本としており、ファイル共有やクラウドバックアップなど様々なWebサービスがご利用いただけます。
事務処理システム、スケジュール管理、ファイル転送などグループウェアでの利用が可能です。クラウド型アプリ
ケーションの製品シリーズを拡張中です。

サブスクリプションご利用の流れ

■新規購入時（2016年4月1日～）

■保守契約からの移行時

ユーザ様

製品購入 契約更新
1ヶ月前

解約
不可

3ヶ月前
自動自動

契約更新

自動自動サブスクリプション1年間

請求書発行 請求書発行 請求書発行メール案内

1ヶ月前

解約
不可

3ヶ月前

メール案内

1ヶ月前
解
約
不
可

3ヶ月前

サブスクリプション1年間

サブスクリプション（保守契約有効期間）

メール案内

FORUM8

ユーザ様

契約更新 契約更新
1ヶ月前

解約
不可

3ヶ月前
自動自動自動自動 サブスクリプション1年間

請求書発行 請求書発行

FORUM8

メール案内

解約
期限

解約
期限

解約
期限

2016年4月1日

2016年4月1日

解約
期限

★サブスクリプションによる最新版使用
ソフトウェアの不具合、バグ（誤り）などの対策には、常に最新
版を利用いただくことが一番です。古いバージョンでの利用は
原則としてサポート対象外となります。

★自動更新、レンタルアクセスが便利
自動更新により保守契約切れの心配はありません。レンタルア
クセス（申し込み無料）はライセンスの有効かつ効率的なライセ
ンス資源管理方法です。

★ライセンス管理が安全、簡易に
USBハードウェアプロテクトが不要。クラウド上のライセンス一
元管理により紛失の心配はありません。基本的にはOSやハード
ウェアの移行によるプロテクト方式の変更がありません。

★ソフトウェアライセンスを正しく利用、著作権侵害を防止
意図しないライセンス違反やライセンス使用権許諾や著作権の
侵害を防ぎます。従来型のUSBプロテクト、NetPROライセンス
も当面オプションでの柔軟なライセンス提供を維持します。
参考：使用権許諾契約の規定：基本ライセンスは、「登録された
１台の機会（コンピュータ）でのみ使用することができます。」
http://www.forum8.co.jp/forum8/siyo.htm

★CIM対応起動ランチャーも無償提供
効率的なライセンス管理がビジュアルに行える起動ランチャー
（UC-win/UC-1）を開発。無償提供いたします。また、ソフト
ウェアとそのデータの有効活用を提案するIM&VRデータ連係図
などによりCIMを支援します。

サブスクリプション移行におけるメリット
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サブスクリプション価格

定価 1年 再契約※

2万円以下 ¥19,800 ¥59,400

5万円以下 ¥23,000 ¥69,000

10万円以下 ¥26,000 ¥78,000

15万円以下 ¥33,000 ¥99,000

20万円以下 ¥46,000 ¥138,000

25万円以下 ¥49,000 ¥147,000

30万円以下 ¥52,000 ¥156,000

35万円以下 ¥56,000 ¥168,000

40万円以下 ¥59,000 ¥177,000

40万円を超える製品 製品定価の15% 製品定価の45%

オプション 価格

サブスクリプション
フローティング 製品定価の40％

サブスクリプション
USB 製品定価の40％

サブスクリプション
NetPRO

Net PRO Ver.5
（NetUPDATE Ver.5 同梱）
￥94,000必須、製品定価の40％

サブスクリプション
WAN

Net PRO WAN Ver.5
（NetUPDATE WAN Ver.5 同梱）
￥114,000必須、製品定価の80％

レンタルライセンス／レンタルアクセス価格

定価 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 6ヶ月

5万円以下 0.39 0.52 0.62 0.78

10万円以下 0.35 0.46 0.55 0.69

200万円以下 0.30 0.40 0.48 0.60

300万円以下 0.29 0.39 0.47 0.59

300万円を超える製品 0.28 0.38 0.46 0.58

クラウドサービス価格

定価 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 6ヶ月

5万円以下 0.68 0.91 1.09 1.37

10万円以下 0.60 0.81 0.97 1.21

200万円以下 0.53 0.70 0.84 1.05

300万円以下 0.51 0.69 0.83 1.03

300万円を超える製品 0.49 0.68 0.82 1.02

エンジニアスイート 価格

製品 1ユーザ
ライセンス

追加
1ユーザ

UC-1 for SaaS 基本ライセンス※ ￥4,000 ￥2,500

UC-1 for SaaS FRAME面内 ￥9,500 ￥6,000

UC-1 for SaaS FRAMEマネージャ ￥19,000 ￥12,000

UC-1 for SaaS RC断面計算 Ver.2 ￥5,500 ￥3,500

電子納品支援ツール for SaaS ￥14,000 ￥9,000

製品名 WEB認証 フローティング

FEM解析スイート
Advanced Suite ¥940,000 ¥1,128,000 

Senior Suite ¥2,170,000 ¥2,452,100

構造解析
上部工スイート

Advanced Suite ¥960,000 ¥1,152,000

Ultimate Suite ¥1,950,000 ¥2,242,500

下部工基礎スイート

Advanced Suite ¥1,390,000 ¥1,640,200

Senior Suite ¥2,190,000 ¥2,474,700

Ultimate Suite ¥2,410,000 ¥2,723,300

仮設土工スイート

Advanced Suite ¥1,290,000 ¥1,522,200

Senior Suite ¥1,530,000 ¥1,759,500

Ultimate Suite ¥1,850,000 ¥2,127,500

製品名 WEB認証 フローティング

港湾スイート Advanced Suite ¥730,000 ¥876,000 

水工スイート

Advanced Suite ¥960,000 ¥1,152,000

Senior Suite ¥1,620,000 ¥1,863,000

Ultimate Suite ¥2,260,000 ¥2,553,800

CALS/CADスイート
Advanced Suite ¥730,000 ¥876,000

Ultimate Suite ¥1,000,000 ¥1,200,000

建築プラントスイート Advanced Suite ¥570,000 ¥798,000

SaaSスイート Advanced Suite ¥130,000 －

スイート積算 ￥600,000 840,000

スイート積算 Lite ￥300,000 420,000

レンタルライセンス／レンタルアクセス料率表 フローティングライセンス／レンタルフローティングアクセス料率表

製品 基本
ライセンス

追加
1ユーザ

UC-Draw for SaaS ￥5,500 ￥3,500

3D配筋CAD for SaaS ￥3,000 ￥2,000

※UC-1 for SaaS 基本ライセンス
　   1ユーザーライセンス：1GBまで、GSS-GroupWare（事務処理、
　　　     ファイル転送・共有・バックアップ機 能）の利用が可能
   追加1ユーザー：1ユーザー、500MB追加

※再契約：最新版製品所有の場合のみ再契約が可能です。

レンタルライセンス／レンタルフローティングアクセスは、1ヶ月、2ヶ月、3ヶ月が対象です。
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ライセンス
 ラインナップ

サブ
 スクリプション

レンタル
 ライセンス

サブ
 スクリプション

USB

サブ
 スクリプション
NetPRO

サブ
 スクリプション

WAN

エンジニア
 スイート

クラウド
 サービス

プロテクト
種別 Web Web USB (MultiPRO) USB (NetPRO)  USB (NetPRO)  Web －

永久
ライセンス いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

最新版が常に
利用可能 はい はい はい はい はい はい はい

旧バージョンの
使用(※2) はい(※1) はい(※1) はい はい はい はい(※1) いいえ

契約期間 1年
1ヶ月、2ヶ月
3ヶ月、6ヶ月
 （期間設定）

1年 1年 1年 1年 1ヶ月

どのPCでも
利用可能

オプション
(サブスクリプショ
ンフローティング)

オプション
(フローティング)

はい はい はい
オプション

(フローティング)
はい

WANライセンス
(＋海外利用)

オプション
(サブスクリプショ
ンフローティング)

オプション
(フローティング)

なし なし はい
オプション

(フローティング)
はい

オフラインでの
一時利用

フローティング
 は不可

フローティング
 は不可

可能 不可 不可
 フローティング
 は不可 

 不可 

レンタル
 アクセス オプション なし なし なし なし オプション なし

SaaS基本
ライセンス付与 なし なし なし なし なし あり あり

インターネット
通信(サーバ認証) 初回＋定期 初回＋定期

初回＋定期
(最低1年毎)

初回＋定期
(最低1年毎)

初回＋定期
(最低1年毎)

初回＋定期 常時

64bit対応 可能 可能 不可 不可 不可 可能 －

サブスクリプション詳細

保守契約からの移行、新規・更新
• 2016年4月1日以降の既存保守契約（最大3年）は、自動的にサブスクリプ
ションに移行されます。 

• サブスクリプションの更新は、1年単位の自動更新となります。

• 契約期間の変更（２，３年サブスクリプション）、レンタルアクセスやライセ
ンス追加など製品購入も可能です。

• 途中購入ユーザへの短期サブスクリプションの設定も可能です。以降は自
動更新となります。

ライセンス認証
• ライセンス認証はすべてWeb経由で行います。

• ライセンス有効期間は1ヶ月単位となります。（例：7月1日購入の場合も、7
月31日購入の場合も翌年7月31日まで有効）

• 初回認証以降は、定期的に認証を行います。

• 最大７日間はオフラインでの使用が可能です。 

• サブスクリプションUSB、NetPROの場合、初回・契約更新時(1年ごと)のみ
Webでのライセンス認証を行います。

解約
• 解約のご連絡は、更新月の1ヵ月前までにお願いいたします。

• 解約後の使用には新規購入に準じた費用がかかります。

• 解約届の申請がない場合、請求書が自動的に発行されます。

• 解約時は電子メールにてご連絡下さい。解約手続きをご案内します。なお、
ご質問は電話（フリーダイヤル）でも対応しております。

　　メールアドレス：forum8@forum8.co.jp　電話：0120-1888-58

レンタルアクセス
• 一時的に保有ライセンス数を超えての使用が可能です。

• ご利用にはレンタルアクセス事前申込が必要です。

• サブスクリプションユーザの方は「レンタルアクセス」をご利用可能です。

• サブスクリプションフローティングユーザの方は「レンタルフローティング
アクセス」をご利用可能です。

• 申込した製品ライセンスが全て使用中だった場合に申請（認証）するかを
選択します。(選択しない場合は認証不可） 

• お申し込み月から起算して、3ヵ月毎に利用状況に応じて請求いたします。

• ライセンス利用は、日付・回数に関わらず、1ヵ月分のご利用としてカウント
します。また、ご利用がなかった月はカウントされません。

ランチャーの提供
• 全製品対応予定の起動メニューを提供します。

• ライセンス情報や他の製品も参考に表示されます。

• 製品間連携CIMソリューションなど意識した統合メニューツールです。

(※1) 旧リビジョンは除く
(※2) 旧バージョンの起動などライセンス認証が可能。対象保守サポート外となります。動作や計算等の結果を保証するものではありません。

ユーザ様

レンタルアクセス申込

3ヶ月

レンタルアクセス利用可能

請求書発行
（2ヶ月）

FORUM8

3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月

請求書発行
（3ヶ月）

請求書発行
（1ヶ月）

請求書発行
（2ヶ月）

使用月 未使用月

3ヶ月 3ヶ月

請求書発行
（1ヶ月）
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NEW ARRIVANEW ARRIVAIVAALLNNEEEEEEWWWWWWW AAAAARRRRRRR VVVVVVVAAAANNEEEEEEEWWWWWWW AAAAARRRRRRRRIIIIIIVVVVAAAIIIIIIVVVVVAVVVVAAAALLLL新製品／新バージョン情報
®

・高精度レンダリング（影/湖沼反射/天空自動生成など）：湖沼反射のリアルタイム表現、時刻による空
模様自動生成が可能、影レンダリングの性能と品質も向上
・線形パラメータ抽出：GPS等の点列からIP点パラメータを計算し、道路を自動生成
・インターフェース拡張：リボンメニューの導入とシミュレーションパネルとの統合
・VR-Cloud®プラグイン：クラウドサーバ上でUC-win/Roadを実行させ３DVRシミュレーションが利用可
能なクラウドシステム。Advanced標準
・CAVEシステム、ヘッドトラッキング：スクリーンと使用者の位置関係で視体積を計算・描画
・3DS出力プラグイン：XMLファイルへのオブジェクトの座標情報や景観設定出力に対応

・UC-win/Road Ver.11 Ultimate 標準
・HMDとの連携プラグイン。Oculus Rift DK2に対応

・UC-win/Road 別売プラグイン・オプション
・デジタルカメラで撮影した複数の写真を解析し、3次元座標（点群）を復元して利用可能

・UC-win/Road 別売プラグイン
・Web API経由で、OSM(OpenStreetMap)形式のファイルインポート、道路生成に対応

・UC-win/Road 別売プラグイン
・バーチャルサイクリングシステム「cycle StreetシリーズCity Edition」と連携。ペダルを漕ぐと速度に応
じてCGが動き、ゲーム感覚でエクササイズできる仕組みを実現

® ・中国語ヘルプ (Ver 5.0.2相当)を同梱 
・ＪMA地震波データの新しい フォーマットに対応 （能登半島地震(2007 年)以降の地震波形が対象、
2007年以前固定列書式従来どおり可）

▶P.37 ・3次元弾塑性地盤解析（GeoFEAS）3Dと3次元浸透流解析(VGFlow)の統合版
・本製品の弾塑性解析及び浸透流解析のソルバーは群馬大学大学院理工学府環境創生部門地盤工学研
究室にて開発
・解析モードの切換えスイッチで]地盤の弾塑性解析と浸透流解析を簡単に切り替え可能
・形状データとメッシュデータを解析間で共有するため、弾塑性解析の後に浸透流解析を行う場合など
は、形状データの作成、メッシュの生成が不要

・プリプロセッサ、ポストプロセッサをGeoFEAS3Dと同様に刷新  
・非定常解析の初期値算出に必要な初期湿潤面として任意形状の面を初期湿潤面としてサポート
・面の情報をLand XMLからインポート可能　※2次元解析はサポート外になります

・プレ・ポストの計算書出力に対応
・入力上下限値の一部拡張

・計算部は、UC-win/WCOMDと同じ東京大学コンクリート研究室で開発されたRC構造物の2次元非線
形解析エンジンで、プリ・ポスト処理に関してEngineer's Studio®から多くを取り入れて刷新
・プリ処理では複雑な外形の内部を自動的にメッシュ分割する機能や表形式入力画面でのデータ修正が
可能、ポスト処理では変位図、変位のコンタ図、応力のコンタ図、ひび割れ図、変位図やひび割れのアニ
メーション機能による可視化が可能
・結果データのテキスト形式（CSVファイル）への出力やレポート出力機能

・面荷重に任意方向の指定を追加　・3次元直交異方性材料に材料主軸任意方向指定を追加 
・基準座標系指定での切断面断面力算定機能　・静弾性解析で軸対称シェル要素に対応 
・3角形低次シェル要素（フラットシェル要素）を追加　・モデルプレビュー表示する機能を追加
・NASTRAN変換で、要素面荷重の任意方向指定に対応 
・MARC変換で、3次元直交異方性材料の材料主軸任意方向指定に対応 
・CAD I/Fにモデルの平面変換、座標移動の機能を追加 
・解析結果重ね合わせに座標値マッチングと番号マッチングの選択機能を追加 

・最大応力となる活荷重載荷位置の図示に対応
・格子構造骨組に対する影響値の＋範囲、－範囲の図示に対応
・解析結果のCSVファイル出力に対応　・クリープ・乾燥収縮・温度変化の載荷状態を改善

・二柱式橋脚の新設/既設/補強の設計計算を行うプログラム 
※はり無し、橋脚の設計ベース

 



NEW ARRIVAL 2015/10 - 2016/04

Up&Coming113号Information 33

・鋼矢板芯壁堤鋼矢板による河川堤防補強工法設計の手引き（案）」に対応  
鋼矢板芯壁堤による洪水・地震(液状化)対策等機能に対応
・鋼矢板・鋼管矢板の腐食の考慮 
・「標準値(中部要領)」「標準値(漁港基準)」の設定に対応 

・遠心力吹付け工法対応
・設計要領 第二集 モルタルライニング及び吹き付けコンクリートによる土留構造対応
・補強リングピッチの任意設定対応
・継手ボルト孔径の任意設定対応

▶P.41 ・底版に張出がある形状への対応
・埋戻し土の考慮（Standard）
・SR235鉄筋（丸鋼鉄筋）対応
・PHCの杭の杭頭カットオフ区間の杭本体照査

▶P.42 【Advanced版】
　・H26年版 土地改良「水路工」対応：限界状態設計法、全体安定照査基準追加
【Standard版】
　・Ｕ型擁壁内部土圧拡張
【Lite版】
　・H26年版 土地改良「水路工」対応：浮力を考慮した示力線方程式対応
　・結果詳細計算書判定表示追加
　・荷重ケース数拡張

・「漁港・漁場の施設の設計参考図書(2015年版)」に対応
・前面矢板壁への任意水平荷重の載荷に対応
・見かけの震度の算出法に「二建の提案式」を追加
・腐食関連の改善：鋼矢板の低減係数の自動決定に対応
・部分係数の保存・読込に対応

・材料基準に道路土工カルバート工指針 平成21年度を追加 
・主鉄筋に丸鋼(SR235)対応、鉄筋量の直接指定に対応 
・胸壁－地盤反力度における複数ケースの一括取得へ対応 
・本体縦方向－設計施工マニュアル(案) H15.東北地整準拠したカラー継手計算に対応 
・本体横方向－円管(ダクタイル鋳鉄)、RC巻立函体(矩形換算)の計算
・本体横方向－温度荷重、隅角部集中格点の計算
・本体横方向－曲げ応力度照査時にハンチの影響を考慮するように対応 
・門柱－ゲート高、管理橋の設置オフセットの考慮に対応 
・胸壁－つま先版、かかと版ごとにLの入力、断面力計算、連動荷重の計算に対応 
・本体縦方向－剛支持モデルにおける相対変位量、水平変位量、水平方向の地盤バネ反力の計算に対応
・本体縦方向－レベル2の配筋図出力に対応 
・サンプルデータに推奨する初期値(計算スイッチ)設定に対応 

・杭支持モデルの設計(L1許容応力度法、L2)に対応 
・杭種：鋼管杭、RC杭、PHC杭、場所打ち杭、SC杭、SCPHC杭、鋼管ソイルセメント杭、回転杭に対応 
・各スパン、ブロックの縦方向座標ごとに杭種、杭長、杭本数等を指定可能 
・RC杭、PHC杭、SC杭は杭基礎設計便覧から断面定数等を参照 
・杭支持モデルは常時、L1・L2地震時を「Engineer's Studio®」エンジンを利用して解析

▶P.43 ・「土地改良事業計画設計基準「水路工」（平成26年）」に対応
 ・矢板種類にコンクリート矢板を追加
 ・河床底面の安定照査、フリューリッヒの地盤応力の理論に対応
・鋼矢板の低減係数の自動計算に対応
・N値観測点の入力と平均値の自動計算機能の追加
・見かけの震度、地震時崩壊角の直接指定に対応

・土地改良事業計画設計基準 設計 水路工（H26）に対応 
・必要地盤反力の算出、表示に対応 
・図面作成、天端幅一定（側壁基部厚変化）対応、側壁底版配筋、開口部補強鉄筋長改善
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▶P.44 ・砂州、湾曲部における水位上昇量考慮機能追加　
・U字溝、矩形、ボックス形状の側面の勾配拡張　　・等流計算条件の一括入力機能
・ファイルインポート時に連続線と見なす線分間距離指定機能追加
・急流水路の余裕高計算機能追加など

▶P.44 ・U字溝、矩形、ボックス形状の側面の勾配拡張　　・等流計算条件の一括入力機能
・ファイルインポート時に連続線と見なす線分間距離指定機能追加
・急流水路の余裕高計算機能追加など

▶P.45 ・降雨強度式の任意名称入力への対応　・矩形2段せきの放流計算への対応
・「土地改良事業設計指針「ため池整備」H27.5」に準拠した流入ハイドログラフへの対応
・「増補改訂 流域貯留施設等 技術指針(案)」に準拠した左右同値の降雨波形への対応、簡易式1/2・rc
への対応
・洪水調節容量計算のピーク時における詳細結果確認・出力への対応
・洪水吐きの設計洪水流量計算において複数降雨強度式への対応　・出力書式の改善
・各都道府県に準拠したサンプルデータ、基準値(降雨強度式)の提供
   兵庫県（サンプルデータ）、福島県、栃木県の基準値をサポート

・「堰柱床版」上の任意荷重を追加 
・終局曲げモーメントMu算出に、終局ひずみ発生位置の直接指定機能を追加 
・堰柱断面の水流方向のせん断耐力算出に、有効幅bの直接指定機能を追加 
・許容応力度法照査について、地震時のみ照査する計算オプションを追加 
・門柱の任意荷重について「水流方向位置」、「直角方向位置」の入力を追加 
・任意荷重に水平荷重、作用ケース、慣性力の作用方向を追加 
・レベル2照査の堰柱基部断面力算出用骨組モデルの解析結果出力オプションを追加 

・常時、レベル1地震時の線形解析、許容応力度法による断面照査に対応 
・レベル2地震時の非線形解析、曲げやせん断の耐力照査に対応 
・解析には弊社製品『Engineer’s Studio®』の計算部ソルバーを使用 
・液状化判定、低減係数の自動計算に対応
・M-φ要素の自動算定に対応
・地盤ばねの自動算定に対応
・杭の抵抗特性の自動算定に対応 
・鋼矢板やH鋼材についても、M-φ要素、杭の抵抗特性の自動算定が可能 

・汚水流出域(Sewersheds)レイヤー追加による汚水流出域の可視化に対応 
・副流域の排出先の自動設定機能に対応 
・背景画像の透過率調節機能に対応 
・円形および矩形のオリフィス面積計算機能に対応 

▶P.46 ・二次圧密を考慮した計算に対応　　
・対策工において、「増加応力換算法」を追加 
・沈下-時間曲線のcsvデータのエクスポート機能を追加 
・せん断変形による即時沈下量、側方変位量のみの計算に対応 

・躯体形状を拡張（断面形状：円形、小判形、矩形面取に対応） 
・帯鉄筋の配筋（帯鉄筋形状：円形、小判形、矩形、矩形面取）に対応 
・躯体開口部の配置、および、開口補強筋の配筋に対応 
・IFC鉄筋出力に対応 
・3D配筋ビューアデータ（*.RFV）の図面（正面図、断面図、加工図、鉄筋表）生成に対応 
・SXF共通ライブラリをVer.3.30へ更新
・AutoCAD 2013形式のDXF、DWG出力に対応 

・シーメンスPLM社のParasolid 3Dカーネルを使用、3D要素（円、スプライン、球、円柱、一般ソリッド
等）追加、機能（面取り、フィレット、ロフト、パススイープ等）追加
・オブジェクトナビゲーター追加
・CineRenderへのアンビエントオクルージョン追加
・RealTimeレンダーへのホワイトモデル追加　・LandXMLインポート対応
・鉄筋の直接編集を強化（Allplan Engineering）
・ライセンス認証方法の変更　　・日本語版価格を改定
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▶P.40
【Standard版】
　・国土交通省土木工事積算基準改訂（平成27年度版）に対応 
　・新土木積算体系改訂（平成27年度版）に対応 
　・建設物価調査会（建設物価，土木コスト情報）および経済調査会
　　（積算資料，土木施工単価）の基礎単価 2016年1月号に対応 
　・単価DBの施工パッケージ型単価と施工単価について単価検索の改善 
　・起動中の単価DBの検索アクセス時間を改善 
【Lite版】 
　・単価DBの提供都市、工種の限定版 

® ・電源ユニット設計改善
・ケース改訂（GPUロングボード対応、冷却フレーム変更） 

▶P.48～49
・リフォーム、造園設計、インテリア設計、住宅設計、公共・商業施設などの建築プロジェクトのクラウド
ソーシングサイト「Arcbazar」でのコンペ開催を支援
・自主簡易アセス、3D・VRシミュレーションやVR-Cloud®でプロジェクトの評価をサポートする
「ProjectVR」と、「Arcbazar」との連携により支援

・縮小モデルの自律走行車。実車の挙動をスモールスケールでエミュレートし、セルフドライビングカーの
開発に役立てられます。

　　　   
・国土交通省国土地理院「地理院タイル」に対応
・駅すぱあと®による迂回路探索機能　※駅すぱあと®は株式会社ヴァル研究所の登録商標です。

・駐車スペースを探す時間を減らすことで混雑を減らし、よりエコな社会に結びつける発想で、米国の
Organic Parking社により開発されたサービス（iOS）

・2K、4K映像リアルタイム圧縮ボード。超低遅延IP上映像転送技術を搭載 
複数映像からの自由視点3D映像構築エンジンも提案可能

・最新の写真測量技術を搭載した無人航空機(Drone)を使用をした、広範囲の地理データGeo、GISを作
成する新しい低コストのマッピング方法

・ウェブ設計や広告において活用
・各産業においての応用：ビデオ推奨システム、通販サイト、インフルエンザ流行予測、 
交通状況予測、買物客の行動予測、エネルギー応用、通信応用

▶P.47 ・太陽電池パネルを支持する架台の構造計算のためのEngineer's Studio®を用いた応力度照査を行う
サービス

　 ・事業中断リスクに対する耐性設計での作業支援機能を提供
・情報セキュリティリスクに対する耐性設計での作業支援機能を提供
・ネットワークを介したマルチクライアント環境での使用が可能
※価格は月額使用料となり、登録する資産数と部署数に依存します

® スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】 
　・Lux Renderレンダリングサービス　 ・Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション
　・スパコンオプション解析支援サービス　 ・UC-win/Road・CG ムービーサービス　
　・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
　・騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス／騒音測定サービス（オプション）
　・3ds Max・CGレンダリングサービス　 ・海洋津波解析サービス

・検索中断の中止ボタンを設置　・最新版ダウンロードの自動チェック機能対応
・ネットワークドライブに２つのサーバ（メインサーバ、ミラーサーバ）設定に対応
・製品ダウンロードファイルのCRCチェックに対応
・F8DetectとWANライセンスマネージャの直接通信に対応
・WANライセンスマネージャの2箇所指定、プロキシ接続に対応

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7～ ／ 橋台の設計Ver.8～ ／ ラーメン橋脚の設計 ／ 
　RC下部工の設計 ／ 基礎の設計 ／ プラント基礎の設計 ／ 擁壁の設計Ver.10～  ／ BOXカルバートの
設計Ver9～ ／ 　BOXカルバートの設計（下水道耐震） Ver.10～ ／ マンホールの設計Ver.2～ ／ 柔
構造樋門の設計Ver.7～ ／ 開水路の設計
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　　・ODF（OpenDocument Format）への対応
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・造成に対応　・施工管理データ交換標準に対応　・点群プラグインとの連携

「モバイル対応3D/VRナビゲーションシステム」特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVIシステム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索
・音声対応3Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気センサー対応自車検出
・3D視点切り替え、自動リルート

スマートフォンなどの携帯端末やインターネットから、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビゲーションが行える
システム。

・英語対応

・オートメッシュ分割対応
・ポスト部の結果出力機能（報告書）

・SystemBの擁壁、BOXはUC-1最新版対応
・SystemCの自動計算による最適形状との比較検証機能対応 (現行機能を刷新)
・SystemDの応答スペクトル法による動的解析機能対応（現行機能を刷新）

・マルチスレッドへの対応　・PC鋼材の一括入力方法の追加
・断面力のデータロックを面内、面外別々にできるよう改善
・鉄筋と鋼板を両方用いている場合の結果表示項目の追加
・F3Dエクスポートにおけるデータチェック機能の追加
・鋼材配置の3D表示
・活荷重による載荷状態の表示
・衝撃係数の計算結果の表示
・PC鋼材のすりつけ判定処理の追加

・鋼橋の詳細設計に用いる線形計算プログラム。単独使用も可能

・鋼管コンクリート複合構造橋脚（H27設計要領（NEXCO））対応
・ピア－リフレ工法対応　・震度-下部工-基礎連動動作速度改善

・はり柱間L2照査機能追加
・L2フーチング水平方向押抜きせん断照査　・杭基礎の照査方向を指定した計算書出力
・橋脚躯体でL2照査エラー時の基礎の出力機能改善　・斜引張鉄筋の一括入力機能追加
・結果画面印刷機能追加　・L2フーチング照査時の断面力算出方法の出力機能追加
・直接基礎L2柱間照査時のkhp算出詳細出力機能追加

・CAD機能　・全杭列の同時計算に対応　・ライナープレート・モルタルライニング混在

Standard
・構台タイプⅡのフレーム解析に対応
Lite
・群集荷重の単独載荷に対応　・構造力学ツール機能を追加 
・詳細出力(荷重別)の機能改善　・周面摩擦力度の係数βの地層データごとの設定に対応
・応力最大と固定荷重最大の桁が同じ桁として計算する機能を 追加

Advanced：アンカー付きくさび杭工対応
Standard：PCフレームアンカー工対応 または シャフト工対応
Lite：
・土地改良事業指針「ため池整備」H27年対応・斜面本体形状・属性／モデル作成補助ツール連動
・モデル作成補助ツール CADデータインポート機能の強化

・限界状態設計法対応

・下水道地震時検討対応（下水道施設耐震対策指針）

・集水桝の中壁対応　・グレーチング蓋入力対応　・他製品（下水道管）との地盤データ共有

・レベル２地震時に対する線形解析を追加
・プッシュオーバー解析結果の表形式の数値出力に対応
・1997年版でも2009年版で適用した地震時土圧係数を近似式から算定する方法に対応

・平成27年「ため池整備」の流入量計算への対応
・盛土形状入力改善(定型盛土、任意座標入力)
・CADデータ読み込みへの対応　・互層地盤への対応
・「ため池整備」傾斜斜水ゾーン浸潤線の計算への対応　・水理計算と安定計算の単独計算への対応
・ネバーカットラインへの対応　・各都道府県(名古屋)降雨強度式ファイル添付

・GISおよびデータベースを用いた舗装の現況
・工事履歴等の閲覧・編集システム

・国交省「道路トンネル定期点検要領(平成26年6月)」に準拠
・「道路トンネル点検表記録様式」のExcel出力に対応
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●レジリエンスデザイン・CIM系解析支援体験セミナー ES、地盤解析編
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サブスクリプション型ライセンス移行

4月より順次UC-1、UC-win製品の保守サポートサービスを全面的に移

行致し、4つのライセンス形態をサポートします（詳細：P.28～P.31）。

1. FORUM8サブスクリプションライセンス

2. FORUM8レンタルライセンス／レンタルアクセス

3. FORUM8エンジニアスイート

4. FORUM8 クラウドサービス

「FORUM8 エンジニアスイート」とは、UC-1、VR、FEMと幅広く統

合したサブスクリプション型ライセンスの事を指し、エグゼクティブ・エ

ンジニアの方々が利用できる、また 新版をいつでも利用可能な、UC-1 

Engineer's Suite積算と連動した1年サブスクリプションライセンスです。

ここではそのUC-1 Engineer's Suite 積算 Ver.2で追加された機能

の詳細について紹介致します。

国土交通省土木工事積算基準改訂（平成27年度）

国土交通省土木工事積算基準の改訂では、土木工事標準歩掛の改

訂、一般管理費率及び現場管理費率の改訂、市街地（DID）補正の改

正、施工パッケージ積算方式の拡大が行われました。

■土木工事標準歩掛の改訂

1. 歩掛の新規工種（2種）

補強土壁工，連続鉄筋コンクリート舗装工

2. 維持修繕用の歩掛の見直し（2種）

道路打換え工，欠損部補修工

3. 日当り施工量、労務、資材の改訂（5種）

補強土壁工，締切排水工，コンクリート工（砂防），

コンクリート補修工，トンネル濁水処理工

■一般管理費、現場管理費の改訂

適切な利潤と人材育成・確保に関わる費用を利率に反映して、経費率

が大幅に改訂されました。一般管理費では約20％増、現場管理率（道

路改良工事の例）では約5％増となっています。

■表1　一般管理費率の増加

500万円
以下

500万以上30億円以下
CP:工事原価

30億円
以上

改訂前 14.38% -2.57651×OG(CP)+31.63531 (%) 7.22%

改訂後 20.29% -4.63586×LOG(CP)+51.34242 (%) 7.41%

約20％増

■表2　現場管理率の増加＜道路改良工事の場合＞

700万円
以下

700万以上10億円以下
NP:純工事費

10億円
以上

改訂前 29.53% Jo=57.8×Np^-0.0426 (%) 23.91%
改訂後 32.73% Jo=80.0×Np^-0.0567 (%) 24.71%

約5％増

■施工パッケージ型積算の拡充

本製品の施工パッケージ型積算方式は、平成27年4月版を適用して

製品に組み込んでいます。施工パッケージ型積算に必要なパッケージは

以下の項目を単価データベース内に用意しています。

■図1　施工パッケージ型積算の種類

FEMエンジニアスイート・UC-1エンジニアスイート

製品構成、価格（WEB認証）　　　　　 　‘16.3.15現在

・ Senior Suiteには、Advanced Suite、Ultimate Suiteには、
Advance Suite，Senior Suiteの製品を含みます。

FEM解析スイート（2014/10/10リリース）

Advanced Suite \940,000 Ver リリース

Engineer's Studio®　Advanced 2.00.06 '16.02.23

弾塑性地盤解析（GeoFEAS） 2D 1.01.00 '15.03.18

Senior Suite  \2,170,000 Ver リリース

Engineer's Studio®　Ultimate（前川モデル除く） 2.00.06 '16.02.23

FEMLEEG　Advanced 2.00.01 '15.10.29

2次元浸透流解析（VGFlow2D） 1.01.00 '15.04.06

地盤の動的有効応力解析（UWLC） 1.01.00 '14.12.22

積算（2014/10/10リリース）

Lite：\300,000 Standard：\600,000 Ver リリース

UC-1 Engineer's Suite 積算 Standard 2.00.00 '16.02.22

UC-1 Engineer's Suite 積算 Lite 2.00.00 '16.02.22

構造解析上部工スイート（2014/10/24リリース）

Advanced Suite \960,000 Ver リリース

FRAMEマネージャ 2.00.03 '15.08.25

RC断面計算 ※1 3.01.04 '16.02.15

鋼断面の計算 2.00.00 '14.06.03

UC-BRIDGE（分割施工対応） 2.00.05 '1510.06

任意形格子桁の計算 2.00.06 '15.06.02

落橋防止システムの設計計算 2.00.00 '15.04.27

Ultimate Suite  \1,950,000 Ver リリース

設計成果チェック支援システム 1.00.00 '13.06.25

FRAME（面内）SDK 1.00.00 '13.06.18 

PC単純桁の設計 1.00.03 '14.02.21

ポータルラーメン橋の設計計算 1.00.00 '13.06.25  

PC上部工の設計計算 1.00.00 '13.06.25  

床版打設時の計算 1.01.02 '16.02.01

鋼鈑桁橋自動設計ツール 1.00.00 '14.10.24

UC－1 エンジニア・スイート
UC-1シリーズ各製品のスイート版。クラウド対応、CIM機能強化

●リリース　2014年 10月

UC-1 シリーズ
●新規価格　本文参照
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下部工基礎スイート（2014/10/24リリース）

Advanced Suite \1,390,000 Ver リリース

橋脚の設計 ※1※2※3※4 3.01.02 '16.02.05

橋台の設計 ※1※2※3※4 3.01.01 '16.02.19

震度算出（支承設計） ※1 3.00.01 '16.01.21

フーチングの設計計算 1.00.01 '15.12.07

基礎の設計 ※1※2※4 3.01.01  '16.01.25 

置換基礎の設計計算 1.03.00  '16.02.16

Senior Suite  \2,190,000 Ver リリース

ラーメン橋脚の設計 ※1※2※3※4 2.01.03 '16.03.03

深礎フレーム ※1 2.02.01 '16.01.28

Ultimate Suite  \2,410,000 Ver リリース

RC下部工の設計計算 ※1 1.00.02  '13.12.25

橋脚の復元設計計算 2.00.01 '15.10.06

PC橋脚の設計計算 1.00.00 '13.06.18

箱式橋台の設計計算 ※1 3.00.02 '15.09.09

ラーメン式橋台の設計計算 ※1 3.00.02 '15.09.18

仮設土工スイート（2014/10/24リリース）

Advanced Suite \1,290,000 Ver リリース

土留め工の設計※2※4 4.00.03 '15.01.27

たて込み簡易土留めの設計計算 1.00.02 '15.03.17

仮設構台の設計※2※4 3.00.01 '15.08.21

二重締切工の設計※2※4 3.00.00 '16.01.15

ＢＯＸカルバートの設計 ※2※3※4 3.02.01 '16.02.12

擁壁の設計 ※2※3※4 3.02.06 '16.03.03

斜面の安定計算 4.00.00 '15.09.07

圧密沈下の計算 3.00.00 '15.08.11

Senior Suite  \1,530,000 Ver リリース

土留め工の性能設計計算（弾塑性解析Ⅱ+） 1.00.02 '16.02.01

切梁式二重締切工の設計 ※2※4 1.01.00 '14.10.15

ライナープレートの設計計算 2.00.00 '16.02.12

PCボックスカルバートの設計計算 1.00.00 '13.06.19

アーチカルバートの設計計算 1.00.00 '13.06.19

管の断面計算 1.00.00  '13.06.19

補強土壁の設計計算 3.00.00 '15.05.29

Ultimate Suite  \1,850,000 Ver リリース

型枠支保工の設計計算 1.00.00 '13.06.19

クライミングクレーンの設計計算 1.00.00 '13.06.19

控え壁式擁壁の設計計算 2.00.08 '16.01.05

ロックシェッドの設計計算 1.00.00  '13.06.19

遮音壁の設計計算 3.00.01 '15.06.10

耐候性大型土のうの設計計算 2.00.02 '15.05.22

トンネル断面算定 1.00.00 '14.10.24

共同溝の耐震計算 1.00.00 '14.10.24

港湾スイート（2014/10/24リリース）

Adbanced Suite  \730,000 Ver リリース

矢板式係船岸の設計計算 2.00.00 '16.02.12

重力式係船岸の設計計算 1.00.00 '13.07.09

防潮堤・護岸の設計計算 1.02.00 '15.06.17

直杭式横桟橋の設計計算 1.00.00 '14.10.24

建築プラントスイート（2013/04/11リリース）

Advanced Suite \570,000 Ver リリース

建築杭基礎の設計計算 2.00.03 '15.10.13

地下車庫の計算 2.00.00 '15.06.02

地盤改良の設計計算 3.00.00 '16.03.10

プラント基礎の設計※2※3 2.01.02 '14.12.26

電子納品支援ツール（建築対応） 2.00.00 '14.10.15

・ *1：カスタマイズ版（H14道示）も含みます。　*2：2DCAD対応製品です。
・ *3：3D配筋機能対応製品です。   　　*4：積算連携対応製品です。

水工スイート（2014/10/24リリース）

Advanced Suite \960,000 Ver リリース

ＢＯＸカルバートの設計（下水道耐震） 4.00.02 '15.11.24

マンホールの設計 ※2※3 2.01.02 '16.02.24

調節池・調整池の計算 2.00.08 '16.03.10

柔構造樋門の設計 ※2※3※4 3.00.01 '16.03.02

等流・不等流の計算 2.00.03 '15.08.17

洪水吐の設計計算 2.00.01 '16.01.08

開水路の設計※2※3※4 2.00.00 '16.01.25 

Senior Suite \1,620,000 Ver リリース

配水池の耐震設計計算 3.00.08 '15.10.30

ポンプ容量の計算 1.00.01 '13.11.14

水門の設計計算 3.00.01 '16.03.03

落差工の設計計算 2.00.00 '14.11.07

ウェルポイント・ディープウェル工法の設計計算 2.00.02 '15.04.03

下水道管の耐震計算 1.01.01 '15.11.25

Ultimate Suite \2,260,000 Ver リリース

ハニカムボックスの設計計算 1.00.01 '13.07.11

耐震性貯水槽の計算 1.01.00 '15.01.21

パイプラインの計算 1.01.01 '15.07.13

管網の設計 ※2 1.00.00 '13.06.19

水路橋の設計計算 1.00.01 '14.10.15

揚排水機場の設計計算 3.00.03  '15.09.09

砂防堰堤の設計計算 1.00.00 '14.10.24

ため池の設計計算 1.00.01 '15.07.07

かごマットの設計計算 1.00.01 '15.06.16

CALS/CADスイート（2014/10/24リリース）

Advanced Suite \730,000 Ver リリース

UC-Draw 1.01.00 '14.10.27

3D配筋CAD 1.02.01 '15.10.13

UC-Drawツールズ（Slab bridge） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Abutment） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Pier） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Rahmen Pier） 1.00.00 '14.10.24

UC-Drawツールズ（Pile） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Earth retaining） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Temporary bridge） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Retaining wall） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（U-type wall） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Retaining wall elevation） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Box culvert） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Flexible Sluiceway） 1.00.00 '13.07.09

UC-Drawツールズ（Manhole） 1.00.00 '13.07.09

電子納品支援ツール 2.01.00 '14.11.27

Ultimate Suite \1,000,000 Ver リリース

コンクリートの維持管理支援ツール（維持管理編） 1.00.00 '13.07.09

地震リスク解析 FrameRisk 1.00.00 '13.07.09

橋梁点検システム（国総研版）※2 1.00.00 '13.07.09

BCP作成支援ツール 1.00.00 '13.07.09

橋梁長寿命化修繕計画策定支援システム 1.00.02 '15.04.17  

SaaSスイート（2013/07/09リリース） UC-1 for SaaSの基本ライセンスが必要。

Advanced Suite \130,000 Ver リリース

UC-1 for SaaS RC断面計算 1.00.01 '13.09.26

UC-1 for SaaS FRAME面内 1.00.00 '13.07.09

スイートバンドル　各スイート製品にバンドル可能

UC-win/Road Ver.11
Ultimate ￥900,000 Driving Sim ￥640,000

Advanced ￥485,000 Standard ￥315,000

Engineer's Studio® Ver.5 Ultimate※5 ￥615,000 Advanced ￥420,000

*5：前川モデル除く
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最新機能

UC-1 Engineer's Suite 積算 Ver.2を2月中旬にリリースしました。

Ver.2では、使用都市と工種を限定して利用できるLite版を新たに用意

しました。また、本製品の全機能がご利用となる版をStandard版としま

した。積算改訂とLite版機能を中心に、その主な改訂内容をお知らせい

たします。

UC-1 Engineer's Suite 積算 Ver.2の主な機能

1. 国土交通省土木工事積算基準改訂（平成27年度版）に対応

2. 新土木積算体系改訂（平成27年度版）に対応

3. 建設物価（経済）調査会の基礎単価 2016年1月号に対応

4. 単価DBの提供都市、工種の限定版の機能を追加（Lite版）

5. 単価DBの単価検索方法や検索アクセス時間の改善

積算基準改訂（H27年度）

国土交通省土木工事積算基準改訂（平成27年度）は、社会の景気を

反映させた経費率（増）の改訂がありました。一般管理費や現場管理費

の見直し、施工パッケージ型単価への移行がさらに促進された改訂と

なっています。経費率の算定は、Ｈ26年度版とＨ27年度版の両方をサ

ポートしました。また、施工パッケージ型単価は平成27年度4月版と10

月版の2回改訂されましたが、本製品の施工パッケージ型単価は平成27

年度4月版に対応しております。

Lite版

Engineer's Suite積算 Lite版は、お客様が使用都市と工種を選択し

て利用が可能で、Standard版（60万）と比べて安価な価格（30万）で

ご利用いただく事ができます。（図1）

■図1　Lite版のメリット

＜Lite版＞

1.低価格（30万）

2.利用都市が選択可能

　※47都市のうち1都市を選択

3.工種が選択可能

スイート積算を起動直後（又はバージョン情報のライセンス情報）か

らLite版ライセンスに切り替えた時に、利用都市と工種を選択する画面

が表示されます。都市の選択は47都道府県から１つの都市を選択可能

です。主要工種の選択で「橋梁」「河川」が選択された場合は、施工単

価と施工パッケージ単価の個別選択はデフォルト工種のみとなり変更が

できません。（図2）

■図2　利用都市と工種の選択画面（橋梁、河川を選択した場合）

主要工種の選択で「任意」が選択された場合は、施工単価の工種から

10個、施工Ｐの工種から5個まで選択する事ができます。ここで選択さ

れた工種が単価DB上で画面に表示され、ユーザ様が利用する事ができ

ます。このLite版の機能により、全国（47都市全て）の積算業務まで必

要としないお客様には、低価格で利用できるメリットは大きいと考えて

おります。

■図3　利用都市と工種の選択画面（任意を選択した場合）

今後もお客様のご意見を元に、CIMを見据えた連動強化や公共土木

以外の積算シリーズ化への対応を検討中ですので、ご期待ください。

Engineer’s Suite 積算 Ver.2
連携、簡単、サポートをベースとた積算をサポートするプログラム

～土木工事積算基準改訂とLite版（使用都市と工種限定版）～

●リリース　2016年 2月22日

UC-1 
●新規価格　Standard：600,000 円 　Lite：300,000 円
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はじめに

「ＢＯＸカルバートの設計 Ver.15」では、

・ 底版に張出がある形状への対応

・ 埋戻し土の考慮（Standard）

・ SR235鉄筋（丸鋼鉄筋）対応

・ PHCの杭の杭頭カットオフ区間の杭本体照査

の機能拡張を行いました。

以下にこれらの拡張機能の概要を紹介いたします。

底版に張出がある形状への対応

以前からご要望の多かった、底版に張出がある形状に対応いたしまし

た。左右両方に張出があるものとし、単BOXでのみ設定することが可

能です。また、張出部の長さは左右別々の長さを設定することが可能で

す。なお、底版張出形状は常時（通常設計）のみの対応となります。

■図1　底版張出形状
 

埋戻し土の考慮

■図2　地盤入力画面

「下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版-」では、『計算に用い

る土質定数は、原地盤のものとする。ただし、小口径の矩形きょのよう

に外径に対して開削幅が広く、かつ埋戻し土の強度が周辺地盤と大きく

異なると判断される場合は埋戻し土の土質定数も考慮する』と記載され

ており、この埋戻し土の土質定数を考慮した計算への対応を行います。

埋戻し土の入力および埋戻し土の土質定数を用いる項目（常時／地震時

／底面地盤）の選択を設けています。これにより、「下水道施設耐震計

算例－管路施設編－前編 2015年版」の計算例のように常時は埋戻し土

の土質定数、地震時は原地盤の土質定数を用いて計算することが可能

となります。

SR235（丸鋼鉄筋）対応

既設構造物に対して現在の基準で耐震計算を行うケースがあり、既

設構造物では丸鋼を使用している場合もあるため、丸鋼に対応して欲

しいとのご要望をいただき対応いたしました。以前は、異形鋼棒で本数

（ピッチ）を調整して鉄筋量を近似することでご対応していただいており

ましたが、このような手間をかけずに考慮することが可能となります。な

お、丸鋼選択時は図面作成を行うことはできません。

PHC杭の杭頭カットオフ区間の杭本体照査

「杭基礎設計便覧 H27.3 公益社団法人 日本道路協会」、「道路橋

示方書・同解説 Ⅳ下部構造編 H24.3 社団法人 日本道路協会」には、

PHC杭で杭頭をカットオフする場合は、カットオフした位置から50φ’

（φ’：PC鋼材径）の範囲は、プレストレスの損失を考慮して、鉄筋コン

クリート断面として扱うことが記載されており、これらに準じた杭頭を

カットオフした区間の杭本体の照査に対応いたしました。

■図3　杭頭カットオフ入力画面

おわりに

以上、拡張機能の概略を紹介させていただきました。今後も皆様から

のご要望を取り入れて、改良・改善を加えていきますので、どうぞご期待

ください。

ＢOXカルバートの
設計 Ver.15
BOXカルバート1～3連の断面方向、縦方向、ウイングの設計・図面作成プログラム

●リリース　2016年 3月

UC-1 道路土工 道路土工
●新規価格　Advanced：389,000 円　Standard：316,000 円　Lite：232,000 円

●ボックスカルバートの設計セミナー
●日時：2016年5月18日（水） 9：30～16：30

●本会場：東京本社 品川インターシティA棟セミナールーム
　※TV会議システムにて 東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢 同時開催

●参加費：1名様　\18,000 （税別） Web セミナー対応  
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はじめに

「擁壁の設計 Ver.16」では、主に次の拡張を行いました。

1. H26年版 土地改良「水路工」対応

・ 限界状態設計法（Advanced）

・ 浮力を考慮した示力線方程式対応（Lite）

・ 全体安定照査基準追加（Advanced）

2. Ｕ型擁壁内部土圧拡張（Standarｄ）

3. 結果詳細計算書判定表示追加（Lite）

4. 荷重ケース数拡張（Lite）

以下に、これらの機能の概要を紹介します。

H26年版 土地改良水路工対応

平成26年版の土地改良「水路工」において、L2地震動に対する照査

を限界状態設計法で行うことが明記されました。本プログラムでは従来

から限界状態設計法に対応しておりましたが、これを拡張し、常時及び

L1地震動に対しては許容応力度法、L2地震動については限界状態設計

法のように荷重ケース毎の照査方法設定に対応しました。また、これに

あわせて、荷重係数や修正係数等の安全係数を各荷重毎に設定できま

す。限界状態設計法以外では、これまで対応不可であった浮力を考慮し

た示力線方程式や、土地改良「ため池整備」に準拠した全体安定照査に

対応し、水路工の要求事項に対応できるようになりました。

■図1　初期入力画面

Ｕ型内部土圧拡張

Ｕ型擁壁の内部土圧式の選択肢に静止土圧及び修正物部・岡部法を

追加しました。これにより、擁壁工指針に記載の常時：静止土圧、地震

時：修正物部・岡部法の組み合わせに完全に対応可能となりました。

■図2　土圧入力画面

結果詳細判定表示追加

旧バージョンから多くの要望を頂いておりました、結果詳細計算書に

おける結果の判定表示（○×表示）に対応しました。この対応により、結

果確認画面，結果一覧計算書，結果詳細計算書の全ての結果表示にお

いて判定結果を確認できるようになりました。従来のように判定を表示

しない設定も可能です。

■図3　結果詳細判定表示

荷重ケース数拡張

荷重ケースの 大数は、これまで組み合わせ数10ケース×水位2ケー

スとしていましたが、組み合わせ数20ケース×水位1ケースも選択できる

ようにしました。これにより、地震動の方向の影響等により多くの組み合

わせ数が要求される場合にも対応可能となりました。

おわりに

以上、主な拡張機能の概略を紹介させていただきました。今後も皆様

からのご要望を取り入れて、改良・改善を加えていきますので、どうぞご

期待ください。

擁壁の設計 Ver.16
片持梁式、U型、重力式、もたれ式、任意形状擁壁の設計計算、図面作成プログラム

●リリース　2016年 3月

UC-1 道路土工 道路土工
●新規価格　Advanced：389,000 円　Standard：316,000 円　Lite：232,000 円
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はじめに

本製品は、河川護岸における自立式矢板の設計計算プログラムです

今回の改訂では、新たに「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説

「水路工」（平成26年3月）農業農村工学会」に対応しました。水路護岸

では、一般的な鋼矢板以外に、コンクリート矢板を用いて施行されるこ

とがありますが、このようなケースに対応できるようになります。

主な改訂内容

1. 土地改良事業計画設計基準「水路工」（平成26年）」に対応　　

・矢板種類にコンクリート矢板を追加・河床底面の安定照査に対応

・フリューリッヒの地盤応力の理論に対応

2. 鋼矢板の低減係数の自動計算に対応

3. N値観測点の入力と平均値の自動計算機能の追加

4. 見かけの震度、地震時崩壊角の直接指定に対応

5. その他要望対応

「土地改良設計基準「水路工」（H26）」に対応

コンクリート矢板の設計

コンクリート矢板は、従来の鋼矢板に比べ耐久性、景観が優れている

と考えられている工法です。コンクリート矢板では、以下2点について照

査を行います。

1. 大曲げモーメントが、ひび割れモーメントを下回ること

2. 変位量が許容変位量以下となること

土地改良以外の基準でも、コンクリート矢板を設計できます。

河床安定の照査

(a)ボイリング

ボイリングとは、砂質地盤で矢板の先端から締切内部に水がまわりこ

んでくる現象です。飽和した砂質地盤では、水路内の水を排水し、内部

の土を掘削していく過程で、急激に地盤が破壊される場合があります。

このような現象をふせぐために行う検討です。

(b)ヒービング

ヒービングとは、軟弱な粘性地盤において深い根切りや高い盛土を行

う際に、周囲の地表面との高低差が荷重となって地盤にすべり破壊が生

じ、設計地盤面が膨れ上がる現象です。照査は以下の式で行います。

■図1　ヒービングの照査

Fs
2

t H q
a H b 2 a2 H 2 2a b H

フリューリッヒの地盤応力の理論

従来、盛土による換算載荷重の計算は、崩壊角を用いて行っていまし

た。土地改良の基準では、単層盛土の場合にフリューリッヒの地盤応力

の理論を応用し、以下の式で載荷重の換算を行います。
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鋼矢板の低減係数の自動決定に対応

本製品で設計可能な鋼材：鋼矢板について、「鋼矢板・設計から施工

まで(2014年)」に準拠した低減係数の自動決定に対応しました。本基

準には、U型鋼矢板9種類、ハット型鋼矢板2種類の、腐食代と低減係数

の関係をプロットしたグラフが示されています。

■図2　低減係数算定画面イメージ

本製品ではこれと同等のグラフを使用し、指定された腐食代t1と腐食

代の比αより低減係数をグラフから読み取り自動決定します。

 N値観測点の入力に対応

N値は地層ごとの平均N値を

設定することにより地盤反力係

数などを計算していましたが、本

改訂で柱状図に基づくN値観測

点の入力と、観測値からの平均N

値の自動計算に対応しました。

おわりに

以上、『矢板式河川護岸の設計計算Ver.2』の改訂内容をご紹介いた

しました。上記以外にも、見かけの震度、地震時崩壊角の直接入力機能

の追加、粘性土の土圧計算に関する改善など、様々なご要望に対応する

予定です。

今後もお客様からのご意見、ご要望を取り入れて本製品を改良、改善

してまいりますので、どうぞご期待ください。

矢板式河川護岸の設計計算Ver.2
河川護岸の設計に特化した自立式矢板の設計計算プログラム

●リリース　2016年 4月

UC-1 水工 水工
●新規価格　200,000 円

■図3　N値観測点の入力画面イメージ
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q’

q

{B+2(H-Df)・tanθ｝・｛L+2（H-Df）・tanθ｝

Df

H

BxL

下部地盤

改良地盤 1：n1：n θ θ

qu 3
1
・α・(5.1c2)+γ1・Df   +γ1・Df’
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・Arcbazar
支援サービス申込

・説明（募集要項）
・サーベイスペース
（3Dモデル生成）
・設計者の招待
・SMM
・スケジュール、賞の設定
・ファイルのアップロード

・プロジェクトの審査（調査）
・家族・友人とのシェア
・公的な投票
・ランクづけ

・プロジェクトを見る
Arcfolio+VR
・タグ付き成果物購入

・プロジェクトを見せる
Arcfolio+VR
・タグ付き成果物販売

・環境アセスメント
・アセスメントコスト
・成果物にタグ
・3Dモデルアップロード
・プロジェクトの提出

・Arcbazar
支援サービス受付

・現況の3Dモデル生成

パブリックウォール　Public Wall
・アセスメントの実施

・VRの作成

（施主となってコンペ開催）

Arcbazar
支援サービス

コンペ開始
ONBOARDING

コンペ実施
COMPETITION

評価
EVALUATION

コンペ実施後
POST-

COMPETITION

施主 設計者 提供サービス

®

タイプ ケース Arcbazar
FORUM8
Arcbazar

支援サービス料

リフォーム 分類：フロア全面
規模：中規模(37～112m2) 
期限：4週間 
予算：平均的（＄60K～＄240K) 

最低金額： ＄250
従来の費用： ＄3,600
Arcbazar利用料：
 ＄1,438 

￥222,381

プロモーション価格
￥111,191

インテリア 分類：一部屋リビング
規模：中規模(112～223m2) 
期限：2週間 
予算：超小額（＄10K以下) 

最低金額： ＄250
従来の費用： ＄750
Arcbazar利用料：
 ＄575 

￥88,953

プロモーション価格
￥44,476

新築住宅 分類：一家族 住宅
規模：中規模(112～223m2) 
期限：4週間 
予算：平均的（＄240K～＄480K) 

最低金額： ＄500
従来の費用： ＄4,680
Arcbazar利用料：
 ＄2,300

￥355,810

プロモーション価格

￥177,905

造園 分類：前庭/裏庭
規模：大規模(93～189m2) 
期限：8週間 
予算：多額（＄240K以上) 

最低金額： ＄250
従来の費用： ＄5,400
Arcbazar利用料：
 ＄1,222

￥189,113

プロモーション価格

￥94,557

商業/
公共施設

分類：小売業/小企業（路面店）
規模：中規模(56～112m2) 
期限：8週間 
予算：平均的（＄600K～＄1,200K) 

最低金額： ＄1,000
従来の費用： ＄10,560
Arcbazar利用料：
 ＄4,313

￥667,144

プロモーション価格
￥333,572

商業/
公共施設

分類：地域社会（土木/都市計画）
規模：より大規模(223m2～) 
期限：4週間 
予算：多額（＄1,200K以上) 

最低金額： ＄1,000
従来の費用： ＄15,000
Arcbazar利用料：
 ＄9,775

￥1,512,193

プロモーション価格

￥756,096
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本社ショールーム
インテリアコンペ
FORUM8 HQ Showroom 
Interior Renovation

TAKANAWAハウス
外構コンペ
TAKANAWA HOUSE 
Landscape Design

TAKANAWAハウス
ファサードコンペ
TAKANAWA HOUSE
Facade Design

フォーラムエイトのロゴの一部や、竹、
本棚といったイメージから縦のスリット
状のデザインを美しくまとめている。

レイヤ状の外装
計画を図面で表
現しており、よく
考えられている。
（コンセプトの
説明図や、図面
も提出が可能）

食べられる壁面緑
化という斬新なア
イデア。（素材のア
イデアを表現する
ことも可能 ）

ピアノに見立てた遊歩道の楽しげな計
画。植栽計画や、詳細図も提出されてお
り、実現性の高い案。

直線的な木材を
積層したデザイ
ン。同じデザイン
でベンチもデザ
インされ、人が
憩える雰囲気。

いろんなアイデ
アが詰まった楽
しげな案。枯山
水が一部イメー
ジされている。

展示空間を回遊する動線計画がよく考え
られている。展示・受付とも曲線と曲面を
使用した統一感ある形状が目を引いた。

3rd3rd

オリガミという
コンセプトによ
る高いデザイン
性、動線計画、
ゾーニングも
しっかりと考え
られている。

シンプルで美し
いフロアのカ
ラーリングの
案。段差をつく
り、足元に間接
照明というアイ
デアがよい。

がよく考え
線と曲面を

1st

2nd2nd

展示空間という難しい課題
を解いた高度な応募案。
応募総数：8件

Arcbazar登録トップデザイ
ナーも参戦（3位作品）
応募総数：13件

たった9日で世界中から
29もの応募。
応募総数：29件

楽しげな計
出され お

1st

一部や、竹、
縦のスリ ト

1st

2nd2nd

3rd3rd

2nd2nd

3rd3rd
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製品定価・サブスクリプション契約価格表
サブスクリプション概要

（2016年3月15日現在）

◉概要
新規購入時に初年度サブスクリプションが含まれます。以降は1年ごとの自動更新（有償）となります。

◉サポート内容
・電話問合せテクニカルサポート
  　※電話サポートは転送される場合があります。電話はフリーダイアルです。
  　※弊社UC-1サポートグループが対応、また操作問合せ用があります。
  　※1製品1契約あたり、1年間18回まで。　　
　   　 不具合の指摘及び弊社の都合による電話対応は対象外
・問合せ支援ツール、電子メール、FAXによる問合せサポート
・保守情報配信サービス（電子メールによる無償Ver.UP等の情報提供）
・ダウンロードサービス（有償サポート対象の無償Ver.UPダウンロード）
・ランチャーのサポート

定価 1年

2万円以下 ¥19,800

5万円以下 ¥23,000

10万円以下 ¥26,000

15万円以下 ¥33,000

20万円以下 ¥46,000

25万円以下 ¥49,000

30万円以下 ¥52,000

35万円以下 ¥56,000

40万円以下 ¥59,000

 40万円を超える製品は製品の一律15％
（1年間）の価格となります

◉サブスクリプション価格表

プログラム・製品価格表

分類 プロダクト名 新規価格

UC-win/Road Ver.11  Ultimate  ¥1,800,000

UC-win/Road Ver.11  Driving Sim  ¥1,280,000

UC-win/Road Ver.11  Advanced  ¥970,000

UC-win/Road Ver.11  Standard  ¥630,000

UC-win/Road Ver.11  Multi User Client Version  ¥118,000

UC-win/Road Ver.11  Presentation Version  ¥66,000

UC-win/Road Ver.11  Cluster Client Version  ¥66,000

UC-win/Road SDK Ver.11  ¥336,000

VR-Drive ¥78,000

UC-win/Road Education Version Ver.3 ¥54,000

UC-win/Road ドライブ・シミュレータ ¥5,280,000～

VR-Cloud® Ver.6 Collaboration ¥550,000

VR-Cloud® Ver.6 Standard ¥336,000

VR-Cloud® Ver.6 Flash Version ¥336,000

a3S SDK 開発キットライセンス ¥336,000

a3S SDK サーバライセンス ¥440,000

OHPASS2013 ¥550,000

UC-win/Roadデータ変換ツール ¥143,000

ドライブシミュレータ プラグイン ¥336,000

ECOドライブ プラグイン ¥336,000

リプレイ プラグイン ¥173,000

ログ出力プラグイン ¥336,000

シナリオ プラグイン ¥173,000

コミュニケーション プラグイン ¥336,000

マイクロ・シミュレーション・プレーヤー プラグイン ¥336,000

マイクロ・シミュレーション・プレーヤー S-PARAMICS連携 プラグイン ¥80,000

点群モデリング プラグイン ¥173,000

Civil 3D プラグイン ¥75,000

EXODUS プラグイン ¥336,000

GIS プラグイン ¥284,000

InRoads プラグイン ¥75,000

OSCADY PRO プラグイン ¥118,000

Sidra プラグイン ¥75,000

分類 プロダクト名 新規価格

TRACKS プラグイン ¥173,000

xpswmm プラグイン Ver.2 （for Tsunami） ¥336,000

3Dモデル出力 プラグイン ¥80,000

騒音シミュレーション プラグイン ¥336,000

12d Model プラグイン ¥75,000

IFC プラグイン ¥80,000

マンセルカラースペース出力プラグイン ¥232,000

駐車場モデル読み込みプラグイン ¥80,000

無料ビューア出力プラグイン ¥75,000

VR-Cloud®プラグイン ¥336,000～

騒音シミュレーション プラグイン・オプション　スパコンオプション ¥18,000/月

モーションプラットフォーム プラグイン・オプション（システムオプション） ¥860,000

リモートアクセス プラグイン・オプション ¥336,000

RoboCar® プラグイン・オプション ¥336,000

Legion連携プラグイン・オプション ¥80,000

スパコンクラウド® 流体解析連携プラグイン・オプション ¥336,000

クラスター プラグイン・オプション（基本クライアント3台構成） ¥860,000

3D点群・出来形管理プラグイン・オプション ¥316,000

津波プラグイン・オプション ¥336,000

土石流シミュレーションプラグイン・オプション Ver.2 ¥336,000

OHPASSプラグイン・オプション ¥550,000

F8キネクトプラグイン・オプション ¥232,000

写真処理拡張プラグイン・オプション ¥200,000

AIMSUN連携プラグイン・オプション ¥300,000

cycleStreet連携プラグイン・オプション ¥100,000

UC-win/Road DWGツールオプション ¥80,000

Rhinoプラグイン・オプション ¥100,000

運転診断プラグイン・オプション ¥400,000

Oculus Riftプラグイン・オプション ¥50,000

Structure from Motion（SfM）プラグイン・オプション ¥500,000

OpenStreetMap（OSM）プラグイン・オプション ¥75,000

UC-win/Roadデータエクスチェンジツール for APS-Win ¥173,000

UC-w
in/Road

プ
ラ
グ
イ
ン

UC-w
in/Road 

別
売
オ
プ
シ
ョ
ン

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

UC-w
in/Road

プ
ラ
グ
イ
ン

は、2015年 10月以降のリリース製品

新規購入時に初年度サブスクリプションが含まれます。

表示価格はすべて税別です。
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プログラム・製品価格表

分類 プロダクト名 新規価格

Engineer's Studio® Ver.5 Ultimate ¥1,920,000

Engineer's Studio® Ver.5 Ultimate （前川モデル除く） ¥1,230,000

Engineer's Studio® Ver.5 Ultimate （ケーブル要素除く） ¥1,590,000

Engineer's Studio® Ver.5 Advanced ¥840,000

Engineer's Studio® Ver.5 Lite ¥570,000

Engineer's Studio® Ver.5 Base ¥369,000

Multiframe to Engineer's Studio® コンバーター ¥30,000

Engineer's Studio® SDK ¥440,000

WCOMD Studio ¥1,200,000

FEMLEEG Ver.6 Advanced  ¥1,590,000

FEMLEEG Ver.6 Standard ¥1,180,000

FEMLEEG Ver.6 Lite ¥550,000

FEMLEEG オプション LAPack for Ver.6 ¥336,000

GeoFEAS Flow3D ¥1,550,000

3次元弾塑性地盤解析（GeoFEAS3D） Ver.2 ¥1,050,000

弾塑性地盤解析（GeoFEAS2D） Ver.3 ¥650,000

地盤の動的有効応力解析（UWLC） Ver.2 ¥630,000

3次元地すべり斜面安定解析（LEM3D） Ver.2 ¥336,000

3次元浸透流解析（VGFlow） Ver.2  ¥790,000

3次元浸透流解析（VGFlow）ロードモジュール版 ¥530,000

3次元浸透流解析（VGFlow）プレポスト版 ¥284,000

2次元浸透流解析（VGFlow2D） Ver.2 ¥284,000

ES-固有値解析オプション ¥20,000

ES-動的解析オプション Ver.4 ¥20,000

ES-M-φ要素オプション ¥70,000

ES-非線形ばね要素オプション ¥70,000

ES-ファイバー要素オプション ¥20,000

ES-幾何学的非線形オプション ¥20,000

ES-平板要素オプション Ver.3 ¥118,000

ES-前川コンクリート構成則オプション ¥710,000

ES-活荷重一本棒解析オプション ¥20,000

ES-土木構造二軸断面計算オプション Ver.3 ¥143,000

ES-鋼製部材ひずみ照査オプション ¥30,000

ES-道路橋残留変位照査オプション ¥30,000

ES-ケーブル要素オプション ¥440,000

FEM解析スイート Advanced Suite WEB認証 ¥940,000

FEM解析スイート Advanced Suite フローティング ¥1,128,000

FEM解析スイート Senior Suite WEB認証 ¥2,170,000

FEM解析スイート Senior Suite フローティング ¥2,452,100

スイートバンドル UC-win/Road　Ultimete ¥900,000

スイートバンドル UC-win/Road　Driving Sim ¥640,000

スイートバンドル UC-win/Road　Advanced ¥485,000

スイートバンドル UC-win/Road　Standard ¥315,000

スイートバンドル Engineer's Studio® Ultimete(前川モデル除く) ¥615,000

スイートバンドル Engineer's Studio® Advanced ¥420,000

スイート積算 WEB認証 ¥600,000

スイート積算 フローティング ¥840,000

スイート積算 Lite WEB認証 ¥300,000

スイート積算 Lite フローティング ¥420,000

分類 プロダクト名 新規価格

構造解析上部工スイート Advanced Suite WEB認証 ¥960,000

構造解析上部工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,152,000

構造解析上部工スイート Ultimate Suite WEB認証 ¥1,950,000

構造解析上部工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,242,500

下部工基礎スイート Advanced Suite WEB認証 ¥1,390,000

下部工基礎スイート Advanced Suite フローティング ¥1,640,200

下部工基礎スイート Senior Suite WEB認証 ¥2,190,000

下部工基礎スイート Senior Suite フローティング ¥2,474,700

下部工基礎スイート Ultimate Suite WEB認証 ¥2,410,000

下部工基礎スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,723,300

仮設土工スイート Advanced Suite WEB認証 ¥1,290,000

仮設土工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,522,200

仮設土工スイート Senior Suite WEB認証 ¥1,530,000

仮設土工スイート Senior Suite フローティング ¥1,759,500

仮設土工スイート Ultimate Suite WEB認証 ¥1,850,000

仮設土工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,127,500

CALS/CADスイート Advanced Suite WEB認証 ¥730,000

CALS/CADスイート Advanced Suite フローティング ¥876,000

CALS/CADスイート Ultimate Suite WEB認証 ¥1,000,000

CALS/CADスイート Ultimate Suite フローティング ¥1,200,000

水工スイート Advanced Suite WEB認証 ¥960,000

水工スイート Advanced Suite フローティング ¥1,152,000

水工スイート Senior Suite WEB認証 ¥1,620,000

水工スイート Senior Suite フローティング ¥1,863,000

水工スイート Ultimate Suite WEB認証 ¥2,260,000

水工スイート Ultimate Suite フローティング ¥2,553,800

建築プラントスイート Advanced Suite WEB認証 ¥570,000

建築プラントスイート Advanced Suite フローティング ¥798,000

港湾スイート Advanced Suite WEB認証 ¥730,000

港湾スイート Advanced Suite フローティング ¥876,000

SaaSスイート ¥130,000～

Engineer's Studio® 面内 Ver.2 ¥232,000

FRAMEマネージャ Ver.4 ¥316,000

FRAME（面内）Ver.4 ¥192,000

FRAME（面内）SDK ¥173,000

RC断面計算 Ver.7 ¥143,000

RC断面計算（カスタマイズ版） ¥143,000

RC断面計算（中国基準版） ¥98,000

鋼断面の計算 Ver.3 ¥173,000

鋼断面の計算（限界状態設計法） ¥320,000

UC-1 for SaaS 基本ライセンス ¥4,000

UC-1 for SaaS FRAME（面内） ¥9,500

UC-1 for SaaS FRAME マネージャ ¥19,000

UC-1 for SaaS RC断面計算 ¥5,500

設計成果チェック支援システム Ver.2 ¥1,280,000

設計成果チェック支援システム Ver.2 土工ABセット ¥510,000

設計成果チェック支援システム Ver.2 橋梁ACDセット ¥840,000

Engineer's Studio® 
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分類 プロダクト名 新規価格

UC-BRIDGE Ver.10（分割施工対応） ¥650,000

UC-BRIDGE Ver.10 ¥550,000

落橋防止システムの設計計算 Ver.5 ¥78,000

ポータルラーメン橋の設計計算 Ver.2 ¥860,000

任意形格子桁の計算 Ver.7 ¥420,000

PC単純桁の設計 Ver.4 CAD統合 ¥284,000

床版打設時の計算 ¥284,000

鋼板桁橋自動設計ツール ¥200,000

非合成鈑桁箱桁の概略設計計算 ¥359,000

連続合成桁の概略設計計算 ¥420,000

鋼床版桁の概略設計計算 ¥420,000

PC上部工の設計計算 ¥740,000

橋台の設計 Ver.14 CAD統合 ¥389,000

橋台の設計（カスタマイズ版） CAD統合 ¥359,000

橋台の設計 Ver.9（英語出力版） CAD統合 ¥530,000

橋台の設計（中国基準／日本語版） Ver.2 CAD統合 ¥490,000

橋台の設計（中国基準／中国語版） Ver.2 CAD統合 ¥254,000

箱式橋台の設計計算 Ver.8 ¥284,000

箱式橋台の設計計算（カスタマイズ版） ¥254,000

ラーメン式橋台の設計計算 Ver.8 ¥284,000

ラーメン式橋台の設計計算（カスタマイズ版） ¥254,000

橋脚の設計 Ver.13 CAD統合 ¥440,000

橋脚の設計 （カスタマイズ版） CAD統合 ¥389,000

橋脚の設計 REED工法オプション ¥300,000

ラーメン橋脚の設計 Ver.2 CAD統合 ¥550,000

ラーメン橋脚の設計計算 Ver.12 ¥440,000

RC下部工の設計 Ver.2 CAD統合 ¥810,000

RC下部工の設計計算 Ver.12 ¥710,000

PCウェル式橋脚の設計計算 ¥760,000

PC橋脚の設計計算 ¥232,000

二柱式橋脚の設計計算 ¥380,000

橋脚の復元設計計算 Ver.3 ¥173,000

フーチングの設計計算Ver.2 ¥78,000

震度算出（支承設計）Ver.10 ¥274,000

震度算出（支承設計）（カスタマイズ版） ¥254,000

基礎の設計 Advanced CAD統合 ¥530,000

基礎の設計 Standard CAD統合 ¥421,000

基礎の設計 Lite CAD統合 ¥284,000

基礎の設計計算 Ver.9（英語出力版） ¥580,000

3次元鋼管矢板基礎の設計計算（連結鋼管矢板対応） Ver.4 ¥760,000

深礎フレーム Ver.9 ¥470,000

プラント基礎の設計Ver.2 CAD統合 ¥500,000

仮設構台の設計 Ver.7 Standard CAD統合 ¥440,000

仮設構台の設計 Ver.7 Lite CAD統合 ¥284,000

仮設構台の設計（日本基準／英語版）Ver.4.3 CAD統合 ¥550,000

土留め工の設計 Ver.13 Advanced CAD統合 ¥500,000

土留め工の設計 Ver.13 Standard CAD統合 ¥420,000

土留め工の設計 Ver.13 Lite CAD統合 ¥264,000

土留め工の設計（中国基準／日本語版） Ver.2 CAD統合 ¥490,000

土留め工の設計（中国基準／中国語版） Ver.2 CAD統合 ¥254,000

土留め工の設計（日本基準／英語版） Ver.8（フル機能版）CAD統合 ¥910,000

土留め工の設計（日本基準／英語版） Ver.8 CAD統合 ¥550,000

土留め工の性能設計計算（弾塑性解析II+） Ver.2 ¥212,000

たて込み簡易土留めの設計計算 Ver.2 ¥118,000

分類 プロダクト名 新規価格

耐候性大型土のうの設計計算 Ver.2 ¥173,000

型枠支保工の設計計算 ¥163,000

二重締切工の設計 Ver.3 CAD統合 ¥232,000

二重締切工の設計（日本基準／英語版） Ver.2 CAD統合 ¥440,000

切梁式二重締切工の設計 CAD統合 ¥232,000

ライナープレートの設計計算 Ver.4  ¥157,000

クライミングクレーンの設計計算 ¥254,000

BOXカルバートの設計 Ver.15 Advanced  CAD統合 ¥389,000

BOXカルバートの設計 Ver.15 Standard  CAD統合 ¥316,000

BOXカルバートの設計 Ver.15 Lite  CAD統合 ¥232,000

PCボックスカルバートの設計計算 Ver.2 ¥163,000

アーチカルバートの設計計算 ¥143,000

擁壁の設計 Ver.16 Advanced  CAD統合 ¥389,000

擁壁の設計 Ver.16 Standard  CAD統合 ¥316,000

擁壁の設計 Ver.16 Lite  CAD統合 ¥232,000

擁壁の設計（韓国基準版／中国基準版） CAD統合 ¥336,000

控え壁式擁壁の設計計算 Ver.4 ¥143,000

防護柵の設計計算 Ver.2 ¥80,000

遮音壁の設計計算 Ver.4 ¥143,000

道路標識柱の設計計算 ¥173,000

斜面の安定計算 Ver.12 Advanced ¥440,000

斜面の安定計算 Ver.12 Standard ¥359,000

斜面の安定計算 Ver.12 Lite ¥284,000

ロックシェッドの設計計算 ¥212,000

管の断面計算 Ver.2 ¥98,000

共同溝の耐震計算 ¥192,000

トンネル断面算定 ¥212,000

BOXカルバートの設計（下水道耐震）Ver.10 CAD統合 ¥306,000

マンホールの設計 Ver.5 CAD統合 ¥264,000

調節池・調整池の計算 Ver.7 ¥254,000

ハニカムボックスの設計計算 ¥550,000

大型ハニカムボックスの設計計算 ¥500,000

更生管の計算 Ver.2 ¥173,000

下水道管の耐震計算 Ver.2 ¥222,000

配水池の耐震設計計算 Ver.6 ¥550,000

パイプラインの計算 Ver.2 ¥98,000

水路橋の設計計算 ¥98,000

管網の設計 CAD統合 ¥359,000

ポンプ容量の計算 ¥78,000

水道管の計算 ¥100,000

耐震性貯水槽の計算 ¥88,000

柔構造樋門の設計 Ver.9 CAD統合 ¥470,000

柔構造樋門の設計 杭支持オプション ¥173,000

揚排水機場の設計計算 Ver.3 ¥550,000

水門の設計計算 Ver.4 ¥359,000

砂防堰堤の設計計算 Ver.2 ¥202,000

等流の計算 Ver.5 ¥70,000

等流・不等流の計算 Ver.6 ¥180,000

落差工の設計計算 Ver.3 ¥118,000

洪水吐の設計計算 Ver.2 ¥98,000

かごマットの設計計算 ¥143,000

ため池の設計計算 Ver.2 ¥173,000

開水路の設計 Ver.2 CAD統合 ¥153,000
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分類 プロダクト名 新規価格

矢板式河川護岸の設計計算 Ver.2 ¥200,000

RC特殊堤の設計計算 ¥380,000

水門ゲートの設計計算 ¥100,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 50ノード ¥660,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 100ノード ¥1,100,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 200ノード ¥1,450,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 500ノード ¥1,900,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 1,000ノード ¥2,250,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 3,000ノード ¥2,800,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 5,000ノード ¥3,000,000

xpswmm 雨水流出解析ソフトウェア 10,000ノード ¥3,300,000

xp2D 30,000 セル ¥1,150,000

xp2D 100,000 セル ¥2,050,000

xp2D 1,000,000 セル ¥2,800,000

XP-RTC（リアルタイムコントロール）モジュール ¥400,000

XP-Viewer用ファイル作成モジュール ¥250,000

マルチドメインモジュール ¥650,000

矢板式係船岸の設計計算 Ver.3 ¥336,000

直杭式横桟橋の設計計算 ¥389,000

重力式係船岸の設計計算 ¥284,000

防潮堤・護岸の設計計算 Ver.2 ¥336,000

落石シミュレーション ¥296,000

土石流シミュレーション Ver.2 ¥336,000

置換基礎の設計計算 Ver.2 ¥118,000

補強土壁の設計計算 Ver.4 ¥284,000

圧密沈下の計算 Ver.10 ¥284,000

地盤改良の設計計算  Ver.5 ¥163,000

ウェルポイント・ディープウェル工法の設計計算 Ver.2 ¥212,000

電子納品支援ツール Ver.14 ¥98,000

電子納品支援ツール （Web対応） ¥336,000

電子納品支援ツール （建築対応） Ver.7 ¥98,000

電子納品支援ツール （電気通信設備対応） Ver.10 ¥98,000

電子納品支援ツール （機械設備工事対応） Ver.8 ¥98,000

F8DocServ ¥46,000

UC-Draw Ver.8 CAD ¥143,000

UC-Drawツールズ Slab bridge（床板橋） Ver.1.2 CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Abutment（橋台） Ver.1.2 CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Pier（橋脚） Ver.1.2 CAD ¥118,000

UC-Drawツールズ Rahmen Pier（ラーメン橋脚） CAD ¥143,000

UC-Drawツールズ Pile（杭） Ver.1.2 CAD ¥46,000

UC-Drawツールズ Plant Foundation（プラント基礎） CAD ¥254,000

UC-Drawツールズ Earth retaining（土留工） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Temporary bridge（仮設構台） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Double-wall cofferdam（二重締切工） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Strut Double-wall cofferdam（切梁式二重締切工）CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Retaining wall（擁壁） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ U-type Wall（Ｕ型擁壁） CAD ¥66,000

UC-Drawツールズ Retaining wall elevation（擁壁展開図） CAD ¥46,000

UC-Drawツールズ Box culvert（BOX） CAD ¥118,000

UC-Drawツールズ Flexible Sluiceway（柔構造樋門） CAD ¥98,000

UC-Drawツールズ Manhole（マンホール） CAD ¥66,000

分類 プロダクト名 新規価格

3DCAD Studio® CAD ¥180,000

3D配筋CAD Ver.2 CAD ¥118,000

3D配筋CAD for SaaS CAD ¥3,000

電子納品支援ツール for SaaS ¥14,000

UC-Draw for SaaS CAD ¥5,500

車両軌跡作図システム Ver.3 CAD ¥173,000

駐車場作図システム CAD ¥143,000

12d Model オープン価格

コンクリートの維持管理支援ツール（ひび割れ調査編） Ver.3 ¥143,000

コンクリートの維持管理支援ツール（維持管理編） Ver.3 ¥143,000

地震リスク解析 FrameRisk ¥118,000

橋梁点検支援システム Ver.2 CAD統合 ¥389,000

橋梁点検支援システム（国総研版） CAD統合 ¥284,000

橋梁長寿命化修繕計画策定支援システム Ver.3 ¥232,000

道路損傷情報システム ¥500,000

BCP作成支援ツール ¥98,000

建築杭基礎の設計計算 Ver.4 ¥173,000

地下車庫の計算 Ver.2 ¥118,000

Design Builder Ver.4.1 ¥187,000～

Allplan 2016 CAD ¥640,000～

Advance Steel／Advance Concrete CAD ¥260,000～

MultiSTEEL CAD ¥680,000

Multiframe ¥679,000～

bulidingEXODUS ¥390,000～

SMARTFIRE ¥750,000

maritimeEXODUS ¥520,000～

Maxsurf ¥815,000～

分類 プロダクト名 新規価格

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　１．単純橋のみ ¥336,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　２．ラーメン橋（杭＋直接基礎版） ¥650,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　３．ラーメン橋（矢板式） ¥650,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 Ver.3　４．ラーメン橋（フルバージョン） ¥760,000

イージースラブ・ラーメン橋の設計 ESエクスポートオプション ¥118,000

NetUPDATE ／ NetUPDATE WAN Ver.5 ¥34,000

分類 プロダクト名 新規価格

3次元弾塑性地盤解析（GeoFEAS3D） Ver.2 ¥480,000

弾塑性地盤解析（GeoFEAS2D） Ver.3 ¥217,000

地盤の動的有効応力解析（UWLC） Ver.2 ¥217,000

3次元地すべり斜面安定解析（LEM3D） Ver.2 ¥112,000

3次元浸透流解析（VGFlow） Ver.2 ¥390,000

3次元浸透流解析（VGFlow）ロードモジュール版 ¥177,000

3次元浸透流解析（VGFlow）プレポスト版 ¥227,000

2次元浸透流解析（VGFlow2D） Ver.2 ¥114,000
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※その他の製品については、20％の特別ディスカウントを行った価格で提供しています。

紹介プログラム・他

アカデミーライセンス(特別価格)



Up&Coming113号 User Information54

1.ノードを選択し、右クリックし、
　メニューから「編集」をクリックノード1

2.

4.入力

3.入力

1. 流域を選択

2. ポリゴン
　　 を選択

3.クリック

4.クリック

5.クリック

6.ダブル
   クリック

7.ドラッグして
   ノードに接続

ノード1

1

1.2Dモデルを右クリック

2.新規レイヤを追加から
　降雨/流量エリアをクリック

追加される

xpswmmxpswmm
総合情報 
Vol.43

INFORMATION

for USERS



Up&Coming113号User Information 55

Multiframe
総合情報 
Vol.42

 INFORMATION

for USERS Multiframe
●３次元構造解析セミナー



Up&Coming113号 User Information56

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.42

INFORMATION

for USERS
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■国土地理院／28年度関係予算総額95億円超／地理空間情報の
整備強化等促進

国土交通省国土地理院の平成28年度関係予算は、対前年度比0.98％

増の95億1000万円となっている。この予算では、大規模地震・火山災害

等に対して、防災・減災に役立つ地理空間情報の整備強化と防災関係

機関などが保有する地理空間情報の活用の推進に取組み、国民の安

全・安心を確保する。地殻変動の監視と災害規模の迅速な把握等に必

要な経費に4億9800万円を充てる。自然災害への防災・減災対策に役

立てるため、地域変動を詳細かつ面的に把握し、そのデータを地震予

知連絡会へ検討資料として提供する。また、地方公共団体の防災計画

の策定の基礎情報として、土地の自然条件に関する防災基礎情報を整

備する。更に、災害規模の迅速な把握のため、発災時に撮影した空中

写真等を防災関係機関等に提供する。火山周辺の地理空間情報の整備

（優先課題推進枠分）に5500万円を充てる。多様な自然災害のうち、火

山災害に対して防災・減災の取組みを推進するため、火山特有の地形

等を詳細に表した火山基本図の整備や、火山周辺のさらに広域な空中

写真、正射画像及び地図情報の整備・更新を行う。地理空間情報ライ

ブラリーによる地理空間情報の活用促進に2億2500万円を充てる。国民

が地理空間情報を利活用することができる環境を整備するため、国・

地方公共団体等が整備した地理空間情報の統合的な検索・閲覧・入手

を可能とする地理空間情報ライブラリーを運用し、利便性向上のための

拡充を行う。（2016.01.15／4面）

■海洋空間データ基盤の構築推進（海上保安庁）

海上保安庁海洋情報部は、笹川平和財団海洋政策研究所の協力を

得て、1月25日及び26日の2日間、日本科学未来館7階・未来館ホール（東

京都江東区青海2-3-6）で、海洋空間データ基盤（MSDI：Marine Spatial 

Data Infrastructures）の構築推進を目的とした国際会議をアジアで初め

て開催する。参加費無料、定員300名（参加登録不要：先着順）で、日英

同時通訳付き。MSDIとは、水深や海潮流等の自然情報、航路や漁業区

域等の社会経済情報、藻場や環境保全区域等の環境情報といった海洋

の種々の空間データを視覚的に分かりやすい形で提供する情報基盤の

こと。この国際会議は、アジアでは初開催となり、アジア及び大洋州地

域におけるMSDIの構築を促進するため、国際水路機関やアメリカ、イ

ギリス、日本等の海洋先進国の専門家によるMSDI整備の取組みや利用

例等の紹介、国内外関係企業によるMSDIを利用した製品のデモンスト

レーションやポスター展示などが行われる。（2016.01.22／4面）

■三次元地形モデル作成に適した観測用ドローン（エンルート）

エンルートは、GPS自動航行機能搭載で、指定したエリアを自動飛行

で撮影でき、三次元地形モデル作成に適した、観測用ドローンパッケー

ジ「三次元地形モデル作成用QC730セット」を展示紹介する。

自動航行可能な長距離飛行対応機体をベースに、キャリングケース、

充電器、プログラム用ノートPC、トレーニングなど、すべてをワンパッ

ケージにした。ノートPCには、飛行プログラムを行うソフトはもとより、

飛行状態をリアルタイムにモニターできるテレメトリーシステムも設定

済みだ。

機体は、エンルートが設計を行い、日本国内で生産している。機体

は、全数自動飛行での調整と飛行性能の確認作業を行い出荷する。さ

らに実業務の運用を行いながらのトレーニング（OJT) も行っている。

（2016.02.03／5面）

■迫力ある映像を投影する新しい演出空間（東京スカイツリー）

東武タワースカイツリーが運営する東京スカイツリーでは、3月18日

（金）から、夜間の天望デッキ フロア350において、横幅約110m、高

さ約2mの窓ガラスを巨大スクリーンに仕立て、展望台から見える夜

景を背景に、18台のスピーカーによる臨場感あふれる音響とともに

34台のプロジェクターで迫力のある映像を投影する新しい演出空間

「SKYTREEROUND THEATER（スカイツリー ラウンド シアター）」

をオープンする。こちらは同日より常設となる。

さらに３月18日（金）より始まる「SKYTREE ROUND THEATER」の

第一弾プログラムとして、「天望デッキの窓ガラスを窓拭きする清掃員

チーム」をテーマにした「WIPE UP！」を公演する。これは、実際に展望

デッキの窓を清掃員が窓拭きしているかのように見える映像を投影。ま

た、来場者の目の前に清掃員に扮したリアルなパフォーマーや音楽隊が

登場し、トランペットやサックスなどのリズム感溢れる生演奏を繰り広

げる。

（2016.02.29／3面）

■対角約56インチの大型空中映像 
「空中ディスプレイ」（三菱電機）

三菱電機の「空中ディスプレイ」は、対角約56インチ（幅886㍉×高さ

1120㍉）の大型空中映像により、人型サイズの映像を使った遠隔コミュ

ニケーション用途から公共性の高い表示まで幅広い分野で近未来的

な映像表現を実現する。ビームスプリッターと再帰性反射シートによ

り空中に浮遊映像を表示する仕組み。ビームスプリッターから空中映

像の映像中心部の距離を１㍍以上にすることで、人が空中映像を通り

抜けられる。空中映像の大型化によって、パーソナルな用途から公共サ

インの表示まで利用範囲を拡大できる。空中映像の両サイドの壁面に

プロジェクターで表示したガイド映像により、目の焦点を空中映像に自

然に誘導する。空中映像とガイド映像をシームレスに表示することで、

対角約90インチのエンターテイメント性の高い映像表現を実現する。

（2016.03.02／2面）

電波タイムズダイジェストVol.6 2016.1～3
このコーナーでは電波タイムズ紙で掲載されたニュースより、U&C 読者
の皆様に関連の深い画像・映像、情報通信、建設土木、自動車など各
分野の注目トピックをピックアップしてご紹介いたします。
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暮れの風物詩
“除夜の鐘” & “プロジェクションマッピング奉納”

2015
2016

共催：円融寺 / 円融寺除夜の鐘プロジェクションマッピング奉納実行委員会
協賛：一般財団法人最先端表現技術利用推進協会　協力：アンビエントメディア、株式会社フォーラムエイト　撮影：福原毅©2013

《Twitter》アカウント名：soatassoc_org
　https://twitter.com/soatassoc_org

《Facebook》ページ名：一般財団法人 最先端表現技術利用推進協会
　https://www.facebook.com/
　　一般財団法人-最先端表現技術利用推進協会-657690841039437/
※ホーム画像下の「いいね！」ボタンをクリックして記事をフォローできます
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■プロジェクションマッピング指導者認定校制度とは

■指導者教育の必要性

・プロジェクションマッピング以外の基礎教育が必要ない

・指導場面を想定した、指導の指針や方向性自体を指導する必要がある

・指導後の結果をフィードバックしていただき、それを考慮し指導に反映し

ていく

最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

プロジェクションマッピングの指導認定校制度を開始
第一号に、北上コンピュータ・アカデミーを認定
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■制作コンテンツは地元の観光ＰＲ

ご興味のある方は下記を参照ください。

●国見山廃寺跡紹介ページ

　一般社団法人北上観光コンベンション協会

　http://kunimi.kitakami-kanko.jp/

■プロジェクションマッピングの体験と投影計画の立案

※内容は指導校との協議により調整して実施されます。
・全８回（４か月）　　・講師３名（表技協会員）
・町田聡氏（アンビエントメディア）：
　　　　　プロジェクションマッピングの基礎、計画、運用担当
・吉川マッハスペシャル氏：プロジェクションマッピングソフトの指導担当
・千葉祐吾氏（株式会社Flapper3）：
　　　　　プロジェクションマッピング制作演出と制作進行担当

1. プロジェクションマッピング概要（現地ハンズオン１日）
　1) プロジェクションマッピングの概要が分かる
　2) プロジェクションマッピングの基礎的な企画提案内容が分かる
　3) 投影場所のアイディア出しと検証（現地ロケハン）

2. プロジェクションマッピング制作基礎１（遠隔指導）
　4) プロジェクションマッピング制作の概要が分かる
　5) プロジェクションマッピングソフトの使い方を体験する

3. プロジェクションマッピングの制作基礎２（遠隔指導）
　6) プロジェクションマッピングンの企画設計を行う
　7) プロジェクションマッピングの演出を理解する

4. プロジェクションマッピング自由課題の制作（遠隔指導）
　8) イメージボードを作成する

5. テスト投影用の環境を整える（遠隔指導）
　9) テスト投影の設計を行う
  10) テスト投影を行う

6. 映像制作（遠隔指導）

  11) 2D/3D映像制作を行う

7. 本番（自主実施）
  12) 機器の搬入・設置、コンテンツの投影調整、運営を行う

8. フォローアップ（現地ハンズオン2日間）
  13) 指導者と学生を含め、演出面、制作面での質疑と指導



3Dコンテンツニュース
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■いよいよ、本格的な制作作業

■大きな反響となりました



どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応

配水池モデル

3D配筋CAD for SaaS

3D/2D配筋図

7000万点対応点群VRモデリング

3D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞

3D・ＦＥＭ解析支援サービス

3D・VRシミュレーションサービス

3D配筋CADによる鉄筋の干渉チェックかぶり厚チェック

https://www2.forum8.co.jp/3dmodel/

VRモデルを3Dプリント！

－3DS出力対応UC-win/Road

Web見積サービス

■３D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞
　３D図面サービス － どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応
　３Dプリンティングサービス － VRモデルを３Dプリント！－３DS出力対応UC-win/Road
　３DスキャンVRモデリングサービス － 7000万点対応点群VRモデリング

■３D・FEM解析支援サービス 　■３D・VRシミュレーションサービス

VRソフト、３DCADとエンジニアリングサービスで
土木建築分野のBIM－CIM環境を提供いたします。IM＆VR

3DスキャンVRモデリングサービス

3D図面サービス 3Dプリンティングサービス

I   M ＆ V   Rnformation odeling irtual  eality
BIM/CIM による建築土木設計ソリューション



DXF

3DS

OSCADY/
TRANSYT
交通解析

xpswmm
氾濫解析

UC-1 土石流
シミュレーション

土石流解析

スパコンクラウド®
大規模解析･シミュレー
ション･CGレンダリング

GIS
地理空間情報 3D点群･

出来形管理

点群モデリング

EXODUS
避難解析SMARTFIRE

火災解析

DesignBuilder
エネルギー解析

UC-win/Road
VR-Cloud®

3D･VRシミュレーション

DXF

OpenMicroSimOSCADY plugin

Player plugin

EXODUS plugin

xpswmm plugin

txt datShape

IFC
IFC

IFC

IFC

POV-Ray

3DS

IFC 3DS

FBX

osc

vrs/vrg

2D DXF

3D DXF

構造解析

MultiframeEngineer’s Studio®
構造解析

UC-1 設計シリーズ
Engineer’s Suite

土木設計
電子納品
支援ツール

UC-1 車両軌跡/
駐車場作図システム
Parking Solution

UC-Draw
橋梁点検システム
CADシステム

SDNF

SXF

SXF

LuxRender 3DS

3DS3DS

sup / xpx / csv

3次元鋼構造CAD

AdvanceSteel
AdvanceConcrete

Micro Simulation
交通シミュレーション

（カイザープロジェクト
　研究・開発エンジン）

3DCAD
Studio®

建築土木3DCAD
Allplan

DXFDWG

DWG

DWG

3D配筋CAD
3D配筋CAD for SaaS

CADシステム

2D DXF

3D DXF

DWG DXF

(汎用CAD)
AutoCAD

(3Dモデリング)
3ds Max

DWG

DXF

総合有限要素法
解析システム

FEMLEEG

スイート
積算 DLK

BIM/CIM による統合ソリューションの連携イメージと展望

®

BIM/CIM統合ソリューション

土木専用3次元CAD

3Dリアルタイム･バーチャルリアリティ 土木設計CAD

Android対応3DVRクラウド

弊社HPにて
国交省BIMガイドライン
への対応状況公開中

土木CAD・クラウド

3次元バーチャルリアリティUC-win/Roadを中心として、各種土木設計
ソフトや構造設計・構造解析ソフト、クラウドシステムとの連携を図り、
CIMのフロントローディングを大きく支援します。

for SaaS／



第4回 Cloud Programming World Cup
第6回 Virtual Design World Cup 開催概要

 

 

®

®

®
®

®
®

http://cpwc.forum8.co.jp

作品
募集

ノミネート作品に選ばれたチームには国内3名、海外2名をご招待！（交通費、宿泊費の援助）
※国内は関東以外を対象とします。詳細は応募内容をご覧ください。

Virtual Design World Cup
The 6th Student BIM & VR Design Contest

on Cloud Serviceson Cloud Se

The 5th Student BIM & VR Design Contest
World Cup Award Penta-Planning -Keelung Go!-

National Chengchi University2016.4.4 MON

Theme2016 “Extension of the central city Melbourne”
- Ideas for urban design in Fishermans Bend Urban Renewal Area -

“Extension of the central city Melbourne”
- Ideas for urban design in Fishermans Bend Urban Renewal Area -

コミュニティのためのVRデザイン

Image View Traffic Dispatching Verification System, 
Root, Shanghai University
The 3rd Cloud Programming World Cup Award

ノミネート作品に選ばれたチームには国内3名、海外2名をご招待！（交通費、宿泊費の援助）
※国内は関東以外を対象とします。詳細は応募内容をご覧ください。

VR普及元年。 求む！ 次世代型VR！

Cloud Programming World CupThe 
4TH

作品
募集

2016.4.4 MON
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® ®

http://vdwc.forum8.jp
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Up&Coming113号 CRAVA Game News66

■ローズオンラインとは

3D・CGによるゲームコンテンツとVR技術の展開
Vol.1

今までにないオンラインゲームとの融合
UC-win/Road×ローズオンライン

　http://www.crava.co.jp/

新連載



CRAVAゲームニュース

Up&Coming113号CRAVA Game News 67

■コラボレーション内容

■UC-win/Road用データ作成・組み込み

■東京ゲームショウ



Up&Coming113号 Topics68

ビジュアル・コミュニケーションデザイナー
太田幸夫デザインアソシエーツ代表
特定非営利活動法人サインセンター理事長
多摩美術大学 前教授
LoCoS研究会代表／日本サイン学会理事・元会長
日本デザイン学会評議員
一般財団法人国際ユニバーサルデザイン協議会評
議員／A.マーカスデザインアソシエーツ日本代表

Vol.10
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Up&Coming113号Ieiri labo 75

イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

29
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Ieiri Labo
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●次号掲載予定  

レジリエンスデザイン・CIM系解析支援
体験セミナー  ES、地盤解析編 

                                     2016年5月26日（木）
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

CR&MDEALER 
NETWORK

EVENT
REPORT

Automotive Engineers Forum in Thailand
2016

26Feb
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国内イベントレポート

®

®

EVENT
REPORT

第8回 国際カーエレクトロニクス技術展
2016
13-15Jan

®

EVENT
REPORT

自動車技術に関するCAEフォーラム2016
2016

8- 9Mar
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セミナーレポート

®

スパコンクラウド体験セミナー
2016

20Jan
SEMINAR
REPORT

エキスパート・トレーニング・セミナー東京
2016
21-22Jan

SEMINAR
REPORT
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イベントプレビュー

®

岩崎トータルソリューションフェア2016

EVENT
PREVIEW

出展イベントのご案内

® ®

® ®

® ® ®

スケジュール（予定）

U C - w i n / R o a d  E x p e r t  C e r t i f i c a t e

Name

FORUM8 Co., Ltd.

Company

20XX.XX.XX 20XX.X.XX R 00000

® ®

第19回 応用力学シンポジウム
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イベントプレビュー

® ® ®

16th International Conference on Computing in Civil and Building Engineering

®

® ®

®

®

山測 Revolution 2016

第44回 可視化情報シンポジウム



U22 プロコン

http://www.u22procon.com

®

Up&Coming113号Competition Support 83



N

N

八ヶ岳自然ふれあいセンター

野辺山高原 平沢峠

オルゴール博物館
ホール・オブ・ホールズ

キープ協会
（清泉寮）

八ヶ岳

草五庵

ロック

ホテル ハット・ウォールデン
バー＆ラウンジ パーチ

Up&Coming113号 Social Contribution Activities84

社会貢献活動 Vol.3



森のメリーゴーランド

オルゴール博物館
ホール・オブ・ホールズ

Up&Coming113号Social Contribution Activities 85



Up&Coming113号 アドバイザーズコラム86

『ゲーム・人工知能・ロボットと学習』

フォーラムエイトのアドバイザーがそれぞれ
の経験や専門性にもとづいたさまざまな評論
やエッセイをお届けするコーナーです。

Vol.5
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Up&Coming113号 フォーラム－総務88

障害者雇用納付金制度って？！

「改正」は何が変わったの、申告は…？

法定以上に雇用している場合は…？

対象となる障害者と雇用者数のカウントは…？

障害者差別解消法…？！

改正障害者雇用納付金制度／採用面接における情報収集

このコーナーでは、ユーザーの皆様に役立つような税務、会
計、労務、法務などの総務情報を中心に取り上げ、専門家の方
にわかりやすく紹介いただきます。今回は、平成27年4月にス
タートした改正障害者雇用納付金制度および、採用面接時に
おける情報収集のポイントについて解説します。



Up&Coming113号フォーラム－総務 89

採用面接時の情報収集 健康や体調について
どこまで質問してよいか？

採用面接時の情報収集 身辺調査って行っていいの？

採用面接時の情報収集【対策編】

100人を超える月が
5か月以上（※1）ある

平成２８年度において申告義務のある事業主

この期間については、申告義務はありませ
ん。支給要件として定められている数を
超えて障害者を雇用している場合は報奨
金の支給申請ができる場合があります。

※1 年度途中の事業廃止等の場合は、５か月以上で
なくても、申告が必要となることがあります。

申告義務があります。法定雇用率（2.0％）
を達成している

常時雇用している労働者
数が200人以下の月が8
か月（※2）以上ある

申告が必要（調整金の申
請ができる場合がありま
す。）

申告が必要
法定雇用障害者数から
の不足数１人につき月額
40,000円を納付

申告が必要
法定雇用障害者数から
の不足数１人につき月額
50,000 円を納付

平成27年度

平成27年４月（改正制度スタート）
　　　　　　　　～平成28年年3月

常時雇用している労働者数

短時間労働者以外の常時雇用
している労働者数＋短時間労働者数

（１人を0.5カウント）
（平成28年度申告）

NO

YES

YES

NO

※2 年度途中の事業廃止等の場合
は、取扱いが異なります。

YES NO

申告・納付は、平成28年４月１日から５月１６日までの間に行ってください。

申告

申告・納付 申告・納付



INFORMATIONINFORMAATTIOONNNNNNNFFFFFFOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAATTTTTIIIIOOOOONNNNNNNNNNNNFFFFOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAATTTTTTTTTTTTTTIIIIIOOOOOOOONNNNNNNNNNN営業窓口のお知らせ／ FPBからのご案内
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ユーザ様

レンタルアクセス申込

3ヶ月

レンタルアクセス利用可能

請求書発行
（2ヶ月）

FORUM8

3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月

請求書発行
（3ヶ月）

請求書発行
（1ヶ月）

請求書発行
（2ヶ月）

使用月 未使用月

3ヶ月 3ヶ月

請求書発行
（1ヶ月）
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対 象

①フォーラムエイトオリジナルソフトウェア製品
（UC-win/UC-1シリーズ） ※弊社から直販の場合に限ります
②フォーラムエイトオリジナル受託系サービス
（解析支援、VRサポート） ※ハード統合システムは対象外

加算方法

ご入金完了時に、ご購入金額（税抜）の2％（①）、1％（②）
相当のポイントを自動加算いたします。
※ダイアモンド・プレミアム会員：100％割増
　ゴールド・プレミアム会員：100％割増
　プレミアム会員：50％割増

確認方法 ユーザ情報ページをご利用下さい（ユーザID、パスワードが必要）

交換方法

割引利用：1ポイントを1円とし、次回購入時より最終見積価格などか
らポイント分値引きが可能です。

有償セミナー利用：各種有償セミナー、トレーニング等で１ポイントを 
1円としてご利用いただけます。

製品交換：当社製品定価150,000円以内の新規製品に限り製品定価
（税別）の約60％のポイントで交換可能。

有効期限 ポイント加算時から2年間有効

デジタルカメラ（Canon）

number of users

■楽天市場 ■Amazon



Up&Coming113号 Information92

フォーラムエイト
FPB景品販売カタログ

®

NEW
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詳細はこちら

NEW

®

®
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SEMINASEMINARAR INVITATIONINVITATIOTAAATIONNSEEEEEMMMMMMINNNNNAAAAARRRRRRSEEEEEMMMMMMIINNNNNAAAAARRRRAAAAARRRRR INNNNNVVVVVVIIITTAAAAAATTTTTTT OOOOOOONNNNNNINNNNVVVVVVIIIITAAAAATTTTTTIIIIIIOOOOOOOTTTTAAAAAATTTTTTTTTTTTTTIIIIIIOOOOOOONNNNNNNNNNNNフェア・セミナー情報

®

【U R L】 http://www.forum8.co.jp/fair/fair00.htm 
【E-mail】 forum8@forum8.co.jp　【営業窓口】 Tel 0120-1888-58  （東京本社）

®

  



Ver.5
® ®

より現実に近い高精度な解析により
合理的・経済的な構造設計を実現
より現実に近い高精度な解析により
合理的・経済的な構造設計を実現

Ⓡ

Engineer’s Studio® 
解析支援サービス

Web見積サービス
https://www2.forum8.co.jp/es_estimate/input/

５径間連続桁橋

3次元積層プレート、分差ひび割れ
モデル入力データ支援

価格 : ￥1,200,000 

価格 : ￥1,550,000 
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3D配筋CAD Ver.2 ￥118,000

￥660,000～

BIM/CIM対応3次元建築土木CAD 雨水流出、氾濫、汚濁、津波解析ソフトウェア

汚水流出域の可視化、副流域の排出先の自動設定機能、背景画像の
透過率調節機能、円形および矩形のオリフィス面積計算機能に対応

スイート積算 Ver.2 ￥300,000～

躯体・鉄筋の新規作成、干渉チェック UC-1エンジニアスイート製品とスムーズに連携

 2016 Allplan 2016 ￥640,000～

基本図面、レンダリング画像、プレゼン映像、詳細施工図、数量拾い
出しや積算が連続的に行えるBIM統合ソリューション

建築・土木版各32万円値下げ！

柔構造樋門の
設計 Ver.9

￥470,000

開水路の設計Ver.2

￥359,000

地盤改良の
設計計算 Ver.5

材料拡張、円管、RC巻立函体
計算、縦方向L2配筋図対応

土地改良 水路工H26、必要地
盤反力表示、天端幅一定対応

改良厚の自動計算、2層地
盤の式、土質柱状図対応

ライナープレートの
設計計算 Ver.4

￥157,000

遠心力吹付け工法、設計要
領 第二集対応

￥163,000

矢板式河川護岸の
設計計算Ver.2

￥200,000

土地改良 水路工H26、鋼矢板
の低減係数の自動計算対応

躯体断面形状・帯鉄筋形状拡張（円、小判、矩形面取）

躯体開口部配置、開口補強筋の配筋対応

■Allplan Architecture ■Allplan Engineering

数量
算出

エクスポート

3D配筋
生成

エクスポート

解析
結果

ポート

筋
成

単価DBの提供都市、工種の限定版 Liteリリース！

新土木積算体系改訂（平成27年度版）対応

VRと各種設計・解析ソフト、積算ツールの連携で
CIMを強力にサポート！

エクスポート

CopyRight FORUM8 Co., Ltd.

東京本社　　　〒108-6021   東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A棟 21F　　　 Tel 03-6894-1888　Fax 03-6894-3888

名古屋ショールーム

仙台事務所

金沢事務所

スパコンクラウド神戸研究室

中国青島

ロンドン

Tel 052-688-6888　Fax 052-688-7888

Tel 022-208-5588　Fax 022-208-5590

Tel 076-254-1888　Fax 076-255-3888　

Tel 078-304-4885　Fax 078-304-4884

Tel +86-532-66729637

Tel +44(0)203-753-5391

大阪支社　

福岡営業所

札幌事務所

宮崎支社

中国上海（富朗巴）

台湾台北

Tel 06-7711-3888　Fax 06-7709-9888　 

Tel 092-289-1880　Fax 092-289-1885

Tel 011-806-1888　Fax 011-806-1889

Tel 0985-58-1888　Fax 0985-55-3027

Tel +86-21-6859-9898

Tel +8869-3511-6836

※表示価格はすべて税別です。製品名、社名は一般に各社の商標または登録商標です。仕様･価格などカタログ記載事項を予告なく変更する場合があります。
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